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　今回、東京清陵会が50 回目の総会を
迎えるにあたり、今年度の「東京清陵会
だより」は、昨年120周年を迎えた旧制
諏訪中学・諏訪清陵高等学校がこれまで
たどってきた歩み、その移り
変わりについて注目してみよ
うと「清陵今昔」をテーマに
企画を組んだ。母校は時代の
流れの中で徐々にその姿を変
えてきている。　共学化を含
む入学生の状況、中学校の併
設、卒業生の動向など、目に
見えるものの変化は、多くの
卒業生にとってわかりやすい。
一方、目に見えにくいもの、
例えば〝伝統〟とか〝文化〟
というものは、変化したかに
思うものの、個々の卒業生は、自分が在
籍した時期を含むごく短期間しか知るよ
しがなく、変化の察知は〝なんとなく〟
でしかない。

　そこで、特集1ではそのまま「清陵今昔」
と題し、目にみえにくいものの変化の事
実やその時期、理由・背景などを探ろう
と考えた。こうした変化を正確に探るの

は難しいが、ある程度の事実を連ね、重
ね合わせることで、みえてくる何かがあ
るのではと、母校の〝伝統〟や〝文化〟
を象徴的に構成していたと思われる、地

発行 東京清陵会（諏訪清陵高等学校同窓会・東京支部）　会長＝藤森宏一　編集 83回生（昭和52年入学）  http://tseiryo.com/index.html
事務局　〒113-0033 文京区本郷1-10-14 加奈利屋館7F TEL&FAX 03-3812-5887 mail tokyo-seiryokai@eos.ocn.ne.jp　DTP＝スタジオパラム　印刷＝サンライズ

第27号

東京清陵会 第50回記念総会案内2016 年度

■日時：2016年10月2日（日）12時～16時30分
　●総会：12時～

　  （受付開始 11時～　昼食の用意はございません）

　●基調講演ほか：13時～　中山千恵子ほか

　●懇親会：14時～16時30分

■場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館） 3階「富士の間」

　東京都千代田区九段北4-2-25  電話03-6685-0541

　※市ヶ谷駅（JR、東京メトロ有楽町線、南北線、都営新宿線）下車、徒歩2分

■懇親会会費：8,000円（58回生以前は無料ご招待、学生は2,000円）

　※当番幹事：83回生、次期当番84回生

　　サブ幹事93回生、103回生、113回生

　※詳細は次ページを参照ください。
　※東京清陵会ホームページもご覧ください。

●ご面倒ですが
　出席、欠席いずれの場合でも　同封の返信用はがきにご記入の上、
　9月16日（金）必着にてご返送ください。

東京清陵会第50回記念総会を迎え

方会（歓迎会・試胆会）、校歌、談論会、（金
色の）民、清陵祭に関しての「情報シー
ト」の作成を37回生から118回生までの
学年幹事の皆様にお願いした。回収でき

た多くのデータをもとに、過
去から現在までの貴重な状況
事実を洗い出し、俯瞰するこ
とで、緩やかながら確実に生
じている変化の一部を捉え、
考察を加えてみた。
　また、特集２では、活躍を
広げている女子に光を当てた。
初めて女性が入学したのが昭
和 25 年。その 56 回生以来、
巣立っていった多くの清陵女
子！！　いくつかの世代の女
性の卒業生の方々に、自由に

書いて寄稿してもらった。ご回答・ご寄
稿いただいた皆様には心よりの感謝を申
し上げる。
　　　　　　　　　　（83回生　岡本徹）

清陵今昔 自反而縮雖千萬人吾往矣
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2016年度  東京清陵会第50回記念総会案内（詳細）

◆基調講演 中山千恵子（83回生　音楽プロデューサー）
L’Arc-en-Ciel、HYDE、VAMPS、ゴスペラーズなどを
プロデュース。CHEMISTRY、城田優、渡辺真知子なども手がける。

◆ミニライブ 藤森敬一
（83回生 元小中学校教員 シンガーソングライター）
2015年おやじバンドフェスティバルin Nagano 2015で
グランプリ受賞。

◆�今年も学年対抗参加人数コンテストをします。
先輩部門（82回生以前）、後輩部門（84回生以降）優勝学年には
82回生から寄贈された持ち回り優勝カップを贈呈します。
◆�第50回記念総会
　オリジナルラベル清酒セット「清陵今昔」
も試飲コーナーにてご賞味を！！　ご注文は同送の注文用紙を
ご覧の上宮坂醸造株式会社に直接お申込み下さい。

　皆様には、日頃から東京清陵会の活動
にご支援ご協力いただきお礼申し上げま
す。
　東京清陵会は、諏訪清陵高等学校同窓
会の東京支部として昭和27年に発足し、
第1回総会が「椿山荘」で開催されました。
その後は毎年の開催ではありませんでし
たが、昭和47年第6回総会以降は毎年開
催され、平成6年には「東京清陵会」と
名称を変更し、今年で50回目の総会を
迎えることになりました。
　これまで盛会で継続できましたのは、
毎年幹事を務める満55歳を迎える学年
の皆さんが、最も多忙を極める年代にも
拘わらず、献身的に活動に参加されたこ
とと歴代役員の方々のボランティア的ご
支援の賜物だったと感謝申し上げます。
　毎年、当番幹事担当を機会に、卒業後
初めての再会、同期会の発足や活発化な
どが見られましたが、55 歳の時に幹事
を経験しなければこの様な機会が得られ
なかったかもしれず、負担は重いと思い
ますがこの制度は継続したいものです。
　ここ数年は、82回生～84回生を中心
とした有志の皆さんによる「東京清陵会
を活性化するワーキンググループ」の活

躍により、同窓会活動が文字通り活性化
してきました。それまでの総会ならびに
会報発行中心の活動から「新卒歓迎・学
生交流会」「ミドル交流会」など多くの
行事を行ったことにより、総会参加者が
幹事を終えた世代以降に偏った傾向に
あったものが、今まで少なかった現役学
生、若手同窓生や女性の出席が増えてき
ました。
　これらの行事に参加した学生や若手社
会人は、幅広く活躍する清陵同窓生との
交流に同窓会の魅力を十分認識したよう
でした。行事については、近年、母校の
女子卒業生は４割を超えており、女子会
員が増える傾向にあることを踏まえて、
88回生を中心に準備中でありました「東
京清陵女子会」を7月に開催いたしまし
た。また学生対象に就活を終えたばかり
の若手社会人の協力を得て「プレ就活イ
ベント」の開催を11月に予定しており
ます。これらの行事に携わるワーキング
グループメンバーはじめ担当する皆さん
はかなりの力仕事になっております。そ
の献身的な活動に対し敬意を表し感謝申
し上げます。
　同窓会に対する思いや期待は、世代に
より異なりますが、東京清陵会は、多感
な10代後半に清水が丘で学んだ老・壮・
青の皆さんが、交流し、学び、母校を思
うことのできる良い場所だと思います。
是非、行事などを通して多方面で活躍し
ている先輩・同輩・後輩との色んな出会
いの機会として活用していただきますよ
う願っております。
　東京清陵会は、皆様から納入いただく

会費ならびに賛助金で活動・運営してき
ておりますが、永きにわたり財政問題を
抱えてきました。これまでに複数回の会
費改訂、1,230名の方々に賛同をいただ
いた終身会員制度の導入と廃止、会費徴
収方法の見直しならびに賛助金制度導入
にご支援ご協力をいただいてきました。
皆様のご理解となによりも清陵に寄せる
熱い思いとご好意により、賛助金制度を
導入して以来、毎年賛助金納入額が会費
納入額を上回り、辛うじて収支バランス
を維持しておりますが、賛助金に頼る不
健全な状況にあります。東京清陵会の財
政均衡、運営安定のため、皆様には引き
続いて会費ならびに賛助金の納入にご協
力いただきますようお願い申し上げます。
　東京清陵会の行事情報等は、皆さんに
お届けしている会報及びホームページで
お知らせしておりますが、まだ充分でな
く、ホームページの充実やフェイスブッ
ク等ＳＮＳの活用も課題であり、会員の
活動情報の発信を含め検討を継続してま
いります。
　昨年から総会開催日を、高齢会員や女
性会員が、また平日夜間では時間的制約
のある会員が出席しやすいように休日の
昼間といたしました。母校創立120周年
記念と重なり久々に300名近い出席者が
あり盛会でした。
　今年は83回生が担当し、工夫を凝ら
して準備をしております。来たる10月2
日の総会には多くの皆さんの参加をお待
ちしております。
　あの、日本一長いと言われる校歌を一
緒に声高らかに歌いましょう。

５０回目の総会を迎えて
会長　藤森宏一（６３回生）
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１．【地方会】の今昔
 
　現在健在なOBが知りうる限り、県下
ではわずか2校にしか存在していなかっ
たという「地方会」の存在は、少なくと
もかつては、国体ならぬ清陵の骨格の一
部を成す重要要素の一つではなかったか。
　しかしそんな地方会は、消滅した。

（1）新入生「歓迎会」について
　新入生歓迎会は、内容に多少の違いは
あるものの、戦時中の一時期を除けば、
ほぼどの時代にも行われてきた。
　大きくは、入学前に召集があり、事前
の試験（？）や校歌指導を受けるパター
ンと、入学後の初回例会等で同様のこと
を行うパターンであったようだ。
　入学前では、合格発表時に早速先輩が
自宅を訪れ、歓迎の胴上げや「金色の民」
を行ってくれたり、出身中学に集まり、
長い長い校歌の歌詞を渡され、指導を受
けて、入学あるいはその後にある試胆会
までに覚えるよう指示を受けるものが多
かった。新入生は入学までに見たことも
ない長い歌詞の校歌を必死で覚える努力
をしたという（最近は変わってきている
らしい……後述）。
　入学前、あるいは入学後初めての会で
受けたどの地方会にもほぼ共通した歓迎

（洗礼？）行事は、自己紹介に対する先
輩との厳しい質疑応答やお説教と、地方
会によってはハードなトレーニング等を
挟んで、夜は世にも不

ま

味
ず

い、主に〝カレー〟
の夕食会だ。〝カレー〟は地方会により
多少バリエーションがあり、闇鍋風もあ
れば、草やら何やらが入ったとにかく不
味いあるいは辛いカレー、中でも多かっ
たのが「緑色のゲテモノカレー」（ミミ
ズ煎じ茶（？）やタバスコ入り酢スープ
のような飲み物付き）などであった。

　おそらく地方会同士で情報交換もして
いたのだろう。各会で伝統のように続い
ている趣向はあろうものの、大きくは違
わない内容の歓迎が行われていたようで
ある。
　また、75回（S44）の富士見南嶺会や
79回（S48）の上諏訪学生団、あるいは
100回（H6）以降の幾つかのように、歓
迎会と次項でみる試胆会を兼ねて行う地
方会もあった。
　こういった、新入生にとって〝強烈な〟
印象に残る歓迎会だが、80回（S49）を
超えたどこかでピークを打ったのかもし
れない。83回生（S52）後藤さんによれば、
やはり入学時には前述のような激しい歓
迎会が各地方会で行われた。しかし「保
護者から学校に苦情があり、また新入生
の１名が学友会後の談論会で地方会離脱
を宣言」。「1年全員と教師が集会を開い
たが賛否両論」に終わったという。その
後も99回（H5）には、まだ「強烈な歓
迎会」と「強烈な試胆会」を行った地方
会があったことを確認できた。
　今回100 回代の情報が極めて手薄と
なったが、唯一103回生（H9）の情報に
よれば、まだ当時も「校歌指導、闇カレー、
暗闇での面接」という歓迎会があった。
だが110回（H16）頃から歓迎会は内容
的に変質したように見える。手作りカレー
はそのままだが、それまでの厳しい指導
や説教に代えて、猥褻な内容のテストと
結果に応じた面接というパターンが増え
てきた。
　それでも、世は学校でのいじめが頻繁
に問題となり、事件化される時代となり、
遂に110回（H16）には（おそらく保護
者から）学校に対するクレームが複数発
生。新聞にも掲載され、その後の地方会
廃止への引き金の一つになった。

諏訪清陵高校は時代と共に変わり続けてきた。
変わらない清陵、変わりゆく清陵を、各世代へのアンケートを通じて紹介し、清陵今昔を振り返る。

（2）「試胆会」について
　試胆会は歓迎会同様、古いところでは
46回（S15）以降、ほとんど全ての地方
会で実施され、99回（H15）あたりまで
続いてきた（戦時中を除く）。
　実施時期は4月から5月上旬までが多
く、場所は小中学校周辺や近くのお寺、	
そして多かったのがやはり墓地や裏山（山
中）といった人気のない寂しいところ。
　一人ずつ歩かされて、いくつかある関
所的なポイントで、待ち受けていた先輩
たちに厳しく可愛がられる（？）のが基
本的なパターンであった。公民館など屋
内で実施する場合は、関所の代わりに部
屋に一人ずつ呼ばれることになる。
　内容は、校歌指導や練習の成果確認、「先
輩オーッス」の復習といった硬いメニュー
もあったが、大半は新入生が一晩かけて
先輩たちに〝可愛がられて〟怖い思い、
恥ずかしい思いをして夜を明かしたとい
うもの。新入生はどう思っていたのか。
夜明けまで先輩たちと濃密な時間を過ご
し、地方会によっては豚汁を作って食べ
たりすれば、先輩たちとの距離感は一気
に縮まり、その後に続く良い関係が築か
れた等、これと類似のコメントを複数い
ただいた。
　ただ、80回代中盤あたりに一層激し
さを増していく中で、83回（S52）では、

清陵今昔
自 反 而 縮 雖 千 萬 人 吾 往 矣

特集
1

なつかしの学舎
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「カラシ塗りによる身体被害」や「（関所
に置かれた）豚の頭を舐めさせられたこ
となどに保護者から苦情が出た」ようで、
先にみた「歓迎会後の集会」結果と合わ
せ、学友会は改善意向を示し、「危険や
度を越した内容は自粛する」ことを条件
として、開催継続を決めたという。
　そのようにして何とか続けられた試胆
会だが、少なくとも110回（H16）頃か
らは相当明らかな変質が認められる。歓
迎会と兼ねたり実施しないという簡略化・
負担軽減に加え、その内容もそれまでの
怖くてつらいメニューから、歓迎会同様、
恥ずかしいテストや面接、あるいは女装
やコスプレなどという、実に軟らかいも
のに移り変わったようだ。
　それでも当人やおそらくは保護者から
学校へのクレームが多くなり、遂に118
回（H24）には、生徒が不登校になると
いう事件が発生。学友会顧問より、地方
会は無期限活動停止の処分を受けるに
至った。

（3）その他の活動、地方会の意義
　ほとんどの出身学校（小・中学校）が
長い間地方会を形成してきた。地方会の
活動は、先に見たような歓迎会や試胆会
ばかりではない。それらの〝通過儀礼〟
を経た後は、講座制であったクラス以上
に親しい仲間として、頻度に違いはある
ものの定例行事が行われる。古く48回

（S17）頃は、毎日曜日にスポーツやミニ
談論会を開催したようだが、多くは最寄
りの公民館等で毎月あるいは隔月程度で
コンパを開き、食べて飲んで歌って語り
合うのが基本であった。
　学校でも会によっては昼食を共にした
り、清陵祭では分担した役割を果たした
り、練習を重ねた劇や合唱を披露したり
と、長きに亘り高校生活の随所に地方会
が関わっていたのは紛れもない事実だ。
　多くの地方会所属者からほぼ同様に、
地方会は良い意味で先輩後輩関係を築き、
絆を強め、先輩から後輩へ何かを伝えて
いたのだとの感想があった。89回生（S58）
の小口さんは「地方会は古きものを後輩
に伝承していく唯一のシステムであり、
この制度が無ければ間違いなく消滅して
いくものが多いと思う」とコメントして
くれた。

　しかし一方では、例えば90回（S59）
の上伊那学生団のように「歓迎会コンパ
～試胆会を経て、（それらは）不条理な
いじめか伝統行事か」を「1年生同士で
かなり徹底的に話し込んだ」「毎月１度
はコンパを開き、3年生の追い出しコンパ」
もやりながら「それらの意義づけに苦労
していた」という。ただし、その当人古
林さんも「今では地方会の廃止を残念に
感じている」。
　やや異なる見方として、110回生（H16）
の柳澤さんは、自分の居場所をみつけに
くい生徒にとって地方会はその居場所と
なり、（生徒の）孤立化を防いでいたの
ではないかとコメントしている。
　時代は下りH24年、先に記したように
遂に地方会は無期限の活動停止となる。
清陵祭で恒例の地方会仮装行列は廃止さ
れ、〝地方会劇〟も廃止された。H24年
当時2年生だった117回生（H23）清水
さんは、「地方会の活動停止が学友会顧
問から下された後、討論会、談論会、地
方会長会等を通じて約半年話し合いが行
われた。地方会は存続させるべきとの意
見が多かったものの、活動が清陵での〝い
じめ行為〟として新聞を通じて社会に認
知されたり、不登校生徒が出現したこと
の責任を何らかの形でとるべきと考え、
自らが学友会長兼地方会長を務めている
中で、実質廃止を受け入れた」という。
　今、地方会に属した経験のない120回
以降の生徒が「地方会の代替組織につい
て話し合っている。（中略）いつか地方
会が復活し、清陵の自治の炎が燃え上が
ることを信じています」とコメントして
くれた。
 

２．【校歌】の今昔

 　テレビでもとりあげられるほどの特
徴ある校歌。重厚な歌詞、長い２曲を必
ずつなげて歌いきることが誇らしい校歌。
しかしそれゆえ、覚えることが難しい校
歌。そんな校歌の歌い方も、時代により
少し変化したようだ。簡単にまとめてみ
た。

（1）歌うのか叫ぶのか　～注目の8番
　古い48回（S17）の頃は、手拍子で、
第一校歌の8番もテンポを変えることな

く、足踏みもなく歌っていた。2年後の
50回（S19）の方は、第一校歌8番を「ス
ピードをあげて」歌ったという。
　戦後間もない52回（S21）・55回（S24）
の方々は、「やや両足を拡げ、右手に帽
子を掴んで振り下ろすスタイル」「南諏
会では左手の拳に右拳を打ち付けて」い
たという。テンポはゆっくりで（8番は
やや速く）、太鼓・手拍子・足踏みなど
はなし。まるで〝軍歌スタイル〟だ。　
　その頃、「悲憤慷慨調や軍国主義を連
想させる歌詞について違和感をもって」
いたようで、S26年の清陵新聞には「〝校
歌制定準備委員会〟が決定した」と書か
れていたという。
　しかし、従来の校歌は生き残った。
　63回（S32）以降は、手拍子、足踏み
あり、8番はテンポを上げてという歌い
方が定着したようだ。
　8番のテンポはその後さらに時代が下
るごとに速くなってきたらしい。74回

（S43）「アップテンポで」、79回（S48）
には「ラップ調」との表現があり、「突
然速く」なり、84 回（S53）「できるだ
け速く叫び」、86回（S58）「早口言葉の
ように」なってくる。それ以降も、最早
メロディーはなく叫ぶような8番になった。
　ところが、99回生（H5）の頃までは
速かった8番が、その約10年後、110回

（H16）には、7番までと同じテンポで歌
うように先祖返り（？）し、それ以降最
近までそれが続いている。
　もう一つ変わったと言えば、〝太鼓〟
の登場である。今回のアンケートでは、
74回（S59）に初めて手拍子に合わせて
の太鼓が一瞬登場した。しかし、その後
しばらくはまた手拍子のみになり、再び
90回（S59）の回答で登場する。以降は
太鼓と手拍子のスタイルで今日に至って
いる。近年の東京清陵会総会後の校歌で
も、太鼓を叩いているのは、この最近の
流れを汲んでのことであろう。
　昔も今も変わらないのは重厚なる歌詞。
時代とともに微妙に変化を遂げてきたの
が歌うスタイル。ただ何がそのような変
化を引き起こしたのかまでは、今回の調
査では確かめることはできなかった。

（2）覚え方　～みんな苦労した
　第一・第二と続く長い歌詞。そして特
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に難しい第二校歌の歌詞。こんな校歌だ
から余計愛着がわくのかもしれないが、
新入生たちにとってこの歌詞を覚えるの
は容易ではなかった。ましてやその意味
を理解することは、至難の業であったの
ではないか。
　多くの方々が、地方会で何らかの指導
を受けたと言われている。入学前に歌詞
を渡され、入学あるいは歓迎会や試胆会
までに必死で覚えた記憶は多くの方にあ
るようだ。それ以外では、1年生全員が
体育館等に集められて先輩や先生から教
わったり、クラブや部活で教わった方も
いた。歌詞の意味指導は、時代により国
語や古文の先生からなされたこともあっ
たようだ（48回､ 67回､ 78回､ 113回等）。
　しかし情報を並べてみたとき見えてき
た大きな流れは、かつてはとにかく校歌
はしっかり歌えるように覚えるべし、と
いう指導があり、それが大切にされてい
たものが、100回あたり以降からは、「暗
記までは求められず」「覚えることは推奨」
になり、そのためか地方会の先輩にも歌
える人は少なくなってきたということだ。
116回（H22）の新入生は、「これといっ
て指導はなかった」「2年の時は学校か
ら配布されたCDで覚えた」という。ト
イレに歌詞が貼ってあったり、校歌の歌
詞サイトを参考にし始めたのもこの頃の
ようだ。

３．【談論会】の今昔

　清陵の特徴の一つは旺盛な「自治の精
神」だと多くの人が言う。ある人は、「清
陵は大学のような高校だった」とコメン
トした。そんな印象を裏付けるものの一
つが、「談論会」、今でいう「討論会」で
はないだろうか。

（1）実施機会
　機会として多かったのは、入学式や卒
業式といった節目の行事の後、学友会総
会の後、そして清陵祭などだ。
　また、学校全体に関わるテーマがあれ
ばいつでも放課後に行われた年があるか
と思えば、「年1回」との情報もあった。
その年の学友会長など執行部、あるいは
先生方の考え方による違いもあったのだ
ろうか。

（2）内容、雰囲気、登壇状況等
　内容・テーマに関する情報は少なめで
あったが、中には素晴らしい記憶で寄せ
られた情報もあった。
　古く48回（S17）の頃は戦時色が強かっ
たものの、学友会（報国会）幹部は伝統
の自治を強く訴えていたという。63回

（S32）の頃には原水爆禁止問題や平和
問題、授業料問題などについて論ずる一
方、「私の人生観」「高校生活のあり方」
など、時代を超えて問われる学生らしい
テーマも多かった。
　中には「校長の発言内容を撤回させる
ための議論」というきわどいものもあっ
たらしい（69回　S38）。
　テーマ自体、あるいは発言内容を難し
いと感じることもあるものの、75回（S44）
では体育館に700余名が集まりすごい熱
気であったといい、90回（S59）には「校
則を作られる前に自らを律しようといっ
た話が多かった」という。いかにも清陵
らしい光景が展開されていたらしい。
　そんな談論会だが、聴衆の反応も厳し
く、シラケたり面白くない時などに発せ
られる「シーコール」は、変わらずに受
け継がれているようだ。
　テーマに関心のある生徒が自由に真面
目に発言する談論会は、その根幹は受け
継がれながらも、時代とともにその「場」
は変質を始めたようだ。その片鱗は110
回頃から認められる。
　110回生（H16）のコメントによれば、
談論会での内容は自由で、社会について
語る人に交じって、教師のものまねをす
る人や、異性に告白する人もいて、真面
目に話すことは当然できるが、「全体的
にバラエティー番組を楽しむような雰囲
気になって」いたという。	さらに114回
生（H20）によれば、「我々の時代には『談
論会』と『討論会』という似た名前の異
なる会があり、役割が異なった」という。
すなわち、「談論会」は娯楽性が強く、
地方会やクラブなど各種団体のネタを楽
しむ〝ネタ見せ会〟であり、「討論会」
は学内の諸問題を議論する真面目な場で
あった。この頃から、かつての談論会は
その性格・内容を「討論会」に引き継い
だということらしい。116 回生（H22）
のコメントには「ネタをやる」という表

現があり、117回生（H23）からも、「『談
論会』では部活の勧誘や紹介が行われ、『討
論会』では討論する議題が決まっていて、
話し合いがなされた」との情報を得た。
　「場」の変化である。

（3）その意義など
　談論会の意義については多くを述べる
必要はないだろう。自治の精神を重んじ
る校風の強い学校で、生徒たちが自らの
意見を表明し合い、そこで考え、切磋琢
磨する。今回の企画でも、当時を振り返っ
ての類似の感想が数多くあった。
　「若いときに燃えることが大切」（64回
生）、「皆が正しいと思ったことを発言す
ることに、清陵生になったことを実感し
た」（69回生）、「大人になっていく時期
の気負いがほとばしっていたが、いいこ
とを言うやつが多かった」（78回生）、「自
主独立、自治の精神の育成には有意義だっ
た」（80回生）、「正に自由の象徴であった」

（83回生）、「清陵のリベラルな雰囲気を
最も具現していたと思う」（89回生）。

４．【金色の民】の今昔
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「金色（こんじき）の民」、略して「民」。
在校生、卒業生を問わず幾多の人により
歌われ、踊られて（？）きた歌ではある
が、今回の企画を通じてこの歌のルーツ
を初めて知ることとなった。
　金色の民いざやいざ
　大和民族いざやいざ
　戦わんかなとき来る
　戦わんかなとき来る
　フレーフレー清陵　フレーフレー清陵

（1）ルーツ　〜「征露歌」〜
　今回情報提供をお願いした方々の中で、
この歌のルーツを知る方は少なかった。
応援歌であろうという情報は複数いただ

昭和50年代の「金色の民」
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いたものの、確たることはわからないと
いう。
　そんな中で、48回生（S17）の宮坂勝
郎さんより「『金色の民』は旧制一高の
寮歌『征露歌　アムール川』の20番で
ある」、67回生（S36）小平攻さんから
も「旧制一高の寮歌で日露戦争を意識し
て、向こうが白色人種ならこっちは（黄）
金色の民だと言って戦争を鼓舞した歌」
との貴重な情報をいただいた。
　さっそく調べてみたところ（以下は
Wikipediaより）、「1904年（M37）2／11、
日露戦争直後に旧制一高で行われた紀元
節奉祝集会で『征露歌』（ウラルの彼方）
として披露された曲」の20番の歌詞は、
まさに清陵で歌い継いできた「金色の民」
に一致していることがわかった。
　金色（キンショク）の民いざやいざ
　大和民族いざやいざ
　戦はんかな時期至る
　戦はんかな時期至る
　これがその20番である。
　この「征露歌」は読んで字のごとし、「日
露戦争開戦に向けた学生による戦意発揚
のために作成されたとみるべき歌」だと
いう。作詞は青木得三で、「義和団の乱
の中、ロシア軍がロシア領内の中国人居
留地江東六十四屯を襲撃した事件を描い
ている」という。曲は 1901 年（M34）
旧制一高の東寮第11回記念祭寮歌とし
て作成披露された『アムール川の流血や』
という曲と同じ」で、「既成の複数の軍
歌を組み合わせたもの」らしい。ちなみ
に「金色の民」は「キンショクのタミ」
と読み、白色人種に対して黄色人種を「金
色の民」といったものだという。
　他にも既知のOBはいたのかもしれな
いが、当番幹事にとっては大きな収穫の
一つであった。

（2）歌う機会、歌い方・踊り方
　「金色の民」はことあるごとに、いつ
でもどこでも行われて（歌われて）きた。
例えばコンパ、清陵祭、クラスマッチ、
修学旅行、運動部の対外試合後、地方会
の締めなど。また学校を離れても、入学
合格時、大学入試地を訪れて、同級会、
結婚式等々。
　しかし、そのスタイルは時代と共に変
化してきた。

　戦争に向けて鼓舞するというルーツ故
か、古い時代には旧制松本中学等との対
抗戦やクラスマッチにおいて、応援歌と
ともに歌われていたという。そう、58
回（S27）頃までは、「金色の民」は〝歌
われて〟いた。終戦直後には校歌と同様
に、足を開き右手を振り上げ振り下ろし
て歌っていた。その頃の一部の記憶には
手拍子をしながら歌ったものもあった。
　それが、どうやら少なくとも 63 回

（S32）頃からは、円陣を組んで飛び跳
ねながらぐるぐる回るスタイルとなり、
その過程でこの歌は〝歌う〟というより

〝叫ぶ〟に近くなってきたらしい。
　時代は下り近年になると、もう一段の
変化を遂げる。110回（H16）には「最
初の構えで……右足を前に出し、ぐるぐ
ると回る」ようになる。
　さらに114回生（H20）の情報には明
らかな変化がみられた。「（グルグル回る）
民が終わった後、そのまま天に向かって
人差し指を立て、『We are Seiryo、We 
are Seiryo』と叫びジャンプする」。
　これが現在の「民」の形だ。

５．【清陵祭】の今昔

　高校生活の中でも、強烈な印象が残っ
ている一つである「清陵祭」。今回今昔
での大きな変化は認められなかったが、
その様子を整理してみた。

（1）歴史　～実施時期など
　今回寄せられた最も古い情報は46回
生（S15）によるが、「清陵祭」の欄はブ
ランク。次に古い48回生（S17）の記憶
では、当時清陵祭は無かったらしい。そ
の2年後の50回生（S19）からは「我々
の時代が〝第二回〟で夏休み前」であっ
たとの情報をいただいた。

　一方、旧制中学の最後期にあたる52・
55回生（S21・24）の方々の情報では「清
陵新聞」第 11 号（S23 年 10 月発行）に
S23年7月に「第1回記念祭」が行われ
たとあった。先の情報と合わせると、こ
の「記念祭」は「清陵祭」とはあえて区
別した記念行事であったと推察されるが、
断定はできない。	戦後1～3年の時期で
ありフォークダンスはなかったが、杉の
葉のアーチを作りファイヤーストームも
行われており、名称は異なるもののこれ
らも「清陵祭」であったと考えるのが自
然ではないだろうか。
　実施時期はほぼ一貫して7月。ただし、
古くから92回（S61）あたりまでは20
日過ぎあたりが多かったようだが、少な
くとも110回（H16）以降時期は早まり、
7月の第一週の週末となっている。
　実施期間も微妙に変化した。先の「記
念祭」は土日の2日間であったが、S32
年（63回）～S34年には5日間行われた
という。69回（S38）情報では3日間で
あり、以降それが基本となったように見
えるが、前夜祭の数え方が諸氏により異
なっている可能性はある。84回（S53）
は金曜前夜祭と土日の2日半、92回（S61）
は木曜前夜祭を含めた 3 日半、110 回

（H16）はまた金曜前夜祭からの2日半と
なり、恐らく現在に至っているようだ。
今回最も若手である118回生（H24）は「4
日から3日になった」とコメントされた
が、前夜祭を含めてであろう。

（2）企画・内容
　諸氏の記憶に残っている企画はさまざ
まだが、硬軟の大きな流れが感じられる
以外は、いずれも時代を反映した高校祭
的な内容であることに変わりない。フォー
クダンスとファイヤーストーム以外の諸
氏の想い出のイベントを少し並べてみる。

杉の葉アーチの制作中

現在の「民」
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　57回生（S26）今井さんは卒業生の動
向調査を行い発表。58回（S27）には美
術展、バイオリン演奏会やスポーツの対
抗戦があった。63回生（S32）米山さん
は社会部に所属され、毎年農村問題や原
水爆問題につき調査して発表。それ以降
も文化系のクラブでは各種の研究発表、
運動部ではOBとの対抗戦、地方会やク
ラブでの仮装行列、80回（S49）前後か
ら定着した感のある騎馬戦や棒倒し、映
画上映会、文化講演会、合唱コンクール
等々。
　92回（S61）あたりから時代の流れを
感じさせる軟らかい企画が目立つように
なる。美女（女装）コンテスト、仮装コ
ンテスト、カラオケ大会、地方会劇、
フィーリングカップルカラオケ大会、コ
スプレ・カフェ、写真館、お化け屋敷等々。
　もちろん一方にはクラブの発表会やス
ポーツの対抗戦、談論会（主にファイヤー
ストーム時）などもあるのだが、時流を
逃すまいとするような軟らかいイベント
の増加が印象的であった。

（3）フォークダンス
　現在の清陵は、男女の入学数が中学で
は同数、高校でもやや男子が多い程度で
あり、フオークダンスの実施には特段の
支障はないと言える。しかし、女子生徒
がいないか、あるいは全校で「20名程度」
であった戦後1～3年頃は、フォークダ
ンスはなかった。フォークダンスが清陵
祭終盤の目玉イベントとして実施され始
めたのは、どうやら60回（S29）を過ぎ
てからのことらしい。　　
　63回（S32）でも「学年に女子はたっ

た5名」であり絶対的に不足していたが、
諏訪二葉高校やその他の学校の生徒が参
加するようになり、実施できるようになっ
たという。それ以降、諏訪二葉高校、岡
谷東高校をパートナー探しの主要ター
ゲットとしながら、その他の参加者も誘
い合わせて、脈々と続けられてきた。中
には「踊ってくれるステディな二葉生を
確保することがハイステータスであった」

（89回生）という明確な記憶や、「中学の
同級生の妹と踊らされたり」「（今の）か
みさんとずっと踊って」いたり、「委員
などは（遠慮して？）男同士で踊って」
いたりという、悲喜こもごもの時間であっ
たようだ。
　80回（S49）以降では事前の講習会や
練習の様子もうかがえたのだが、苦労し
て探したパートナーをチェンジするのか
否かは重要な問題であったと思われる。
その点については、複数の情報より、基
本はノーチェンジであったと考えてよさ
そうだ。92回生（S61）からは「アンケー
トをとった結果ノーチェンジに決めた」
との情報も得られた。ただ、最近の118
回生（H24）のコメントは、「パートナー
はチェンジ」であった。
　フォークダンスに関する明らかな変化
は、少なくとも110回（H16）以降は「他
校生の参加はなくなった」ことだ。女子
生徒が増加し、学内で完結できるように
なったということであろう。また114回

（H20）では「フォークダンスのときは
すでに散水後で泥まみれで」あったとい
う。これも小さいが変化である。

（4）ファイヤーストームについて
　フィナーレを飾るファイヤーストーム
は、言葉で表現された情報による限り、
昔も今もそう変わってはいないようだ。
知恵と体力を使って廃材を含む木材を集
めて櫓を組み、クラブやら地方会やらの
幟を立て、水を撒き、水を掛け合い、泥
土にまみれて走り回る。傍らには消防車
が控えている。櫓をステージとして談論
会が行われ、やがて赤々と燃え盛る炎を
見ながら、熱い祭典を振り返り、皆思い
思いの感慨に浸る。多くの諸氏の胸中に、
夏の日の鮮烈な印象として刻まれている
ことがコメントからわかる。
　今昔という話ではないのかもしれない
が、何人かの情報から目についた点が一
つ。
　61回生（S30）からは「ファイヤース
トーム、そこには生徒と校長をはじめ先
生方と一体となって過ごした青春そのも
のがあった」とコメントがあった。64
回生（S33）は、「騎馬の上に大森校長
を乗せてファイヤーストームに連れ出し
た」。　80回（S49）でも「小菅校長は開
始の挨拶後も一緒に走っていたような気
がする」。83回（S52）の頃も、「校長は
騎馬で担がれて登場」し、生徒と一緒に
泥をかぶっていた記憶がある。その後の
校長の参加情報は乏しい。110回（H16）
では、「校長（や教師）は参加していなかっ
た」し、116回（H22）も「校長（教頭）
は参加していないと思う」とのことであっ
た。主役は生徒であり、ましてや自治を
重んじる学校である。しかし、時代は変
わったと思わざるを得ない。　　　　　
　　　　　　　　　　（83回生　森政宏）
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女性が活躍する時代、諏訪清陵高等学校においても、昨年の入学者数が男子119名、女子121名と、男女共学になってから初
めて、女子が男子を上回りました。この女子生徒の増加も変化の一つではないでしょうか。活躍する清陵女子に注目し、国内外、
多様な分野でご活躍中の卒業生の方々の声をお届けします。

清陵女子特集
2

守矢早苗（67回生）
元小学校校長・守矢神長家第78代当主

　昭和36年入学の私の学年は6クラスの
中に1名～2 名の女子が入っていました。
入学後の事始めの一つは校歌指導でした。
当初は、全部が理解できたわけではあり
ませんでしたが、徐々に先輩方と同様の
歌い方を身に着けていけたように思いま
す。第一校歌の作詞者である伊藤長七は、
春夏秋冬の風景や諏訪の歴史性、さらに
日本国にとどまらず、世界に目を向ける

よう誘い、「やがて咲くべき春やいつ」
と歌い上げています。その意を受け、か
の諏訪郡歌の作曲者でもある田村幾作は
力強く歌える曲に仕上げています。第二
校歌は、短調の荘重な曲で格調高い内容
になっていて、歌えることに喜びを感じ
たものです。こうして清陵魂が植え込ま
れるから不思議です。「理想の花の咲か
んまで」の言葉は、大事な場面で折に触
れ使われていました。
　二つ目は、学友会主催の「談論会」で
す。その都度、テーマが呈示されたので
しょうが、次つぎに意見が出されます。
常に問題意識がなければそこに入ること
はできません。後に教育の道を辿った私
は、「論ずるとは自らの考えを構築し、
筋道を立てて述べること」と気付くこと
になります。論を張って自らの考えを述

べる姿は、清陵の伝統「自反而縮雖千萬
人吾往矣」の気概そのものでした。
　内向的であった私にとって有難かった
のは、いろいろな研究室で、結構勝手な
ふるまいをさせていただけたことです。
先生方が個々の学生にきめ細かく温かな
まなざしを向けていたおかげであると感
謝しています。「文房具売り場」の店番
をしたことも、人との会話や対応があま
り得意ではない私にはよい訓練の場と考
えて配慮してくださったのかと今懐かし
く思い出されます。
　今日の私がこうして在るのは、生徒の
自主性を尊重しつつ、より良い方向に適
切な示唆を与えていただいた清陵高校時
代を経験できたからと断言できます。「学
校生活を良くするも悪くするも自己の努
力次第である」ということです。

先輩方から引き継がれてきた諏訪清陵高校の空気を感じて

青木瑞枝（56回生）
青木眼科理事長

　昭和25年入学の56回生です。上諏訪
中学出身女学生第一期、約900名の男子
校に、14名合格（2名転校）であった。
注目を浴びたと思う。私の入学目的は、
大学受験の予定であった。明治生まれの
母が、後家で苦労した為、「女の自立」「手
に職」を幼少期より叩き込まれた。清陵
時代は、授業内容充実、生徒の自治精神

旺盛で自由に楽しく過ごした。生物の牛
山正雄先生の励ましもあり医学部進学を
決めた。高校時代に質実剛健、学究姿勢、
好奇心を持つ等以後の生活設計、実践に
欠かせない資質を体得できたと思ってい
る。
　昭和34年東京医科歯科大学卒、昭和
35年同大学眼科医局入局し眼科専門医
を目指した。在局6年後自宅で開業（青
木眼科）をはじめた。主婦の内職（当時
子育て中）のつもりが、本職となって今
日に至っている。当時は「男尊女卑」、「女
のくせに」のセクハラで苦労しました。
育児は保育所なし、おむつの洗濯、離乳
食手作りと今では考えられない苦労があ
りました。
　現在清陵高校同期の有志会、6部のク

ラス会が年数回ずつあり、懐かしい思い
出、近況報告、時事問題など話が弾んで
時の経つのを忘れる事もしばしばです。
振り返ってみると苦労の連続でしたが、
仕事を続けてきたお蔭で現在は達成感の
ある日々を送ることが出来、様々な人と
の交流があり、充実した人生を送れてい
ると感じています。
　クラスメート林正孝医師のご尽力によ
り約20年間に比国レイテ島の医学生に
奨学金援助ができ14名の医師が誕生で
きた事も清陵高校のおかげである。
　男女雇用均等、男女共同参画の現在、
女性の更なる飛躍できる環境で頑張って
ほしいと思います。

諏訪清陵高校と私
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中山千恵子（83回生）
株式会社Ｃｈｉｎｅｔ 代表取締役

＜1970年代＞
　四方を山に囲まれた諏訪で過ごした清
陵時代、勉強をしながら聞いていたラジ
オから流れる洋楽。そのサウンドが世界
に対する好奇心を募らせ、そして心を宇
宙に解き放ってくれました。アメリカ、
イギリス、フランス、スウェーデンetc
……勢いある世界のヒットチャートを身
近に感じ、近づきたいと思うもののその
術を知らず、大学へ進学しました。

＜1980年代＞
　大学では生物学を専攻しましたが、就
職活動を開始する頃、世界の音楽は
MTV（ミュージックビデオチャンネル）
時代に突入。映像を見ながら音楽を聞く
事が主流になりつつありました。「素晴
らしい洋楽を日本に広めたい」という思
いを止める事が出来ず、就職先はレコー
ド会社を希望しました。が、男女雇用機
会均等法成立前だったため敢えなく断念。
4年後の'88年にアルバイトから中途採用
というルートで、ソニー・ミュージック
洋楽部に入社。憧れが現実へと変わった
のでした。
＜1990年代＞
　アナログレコード〜CDにメディアが
移行し終わった頃の' 94年、洋楽を日本
型マーケティングで広める事から、日本
人アーティストの音楽制作にシフトチェ
ンジ。L'Arc-en-Ciel とゴスペラーズに
出会います。女性の制作者はほとんどい
ない環境の中、日本の音楽業界が絶頂期
を迎える追い風に乗って、L'Arcはミリ
オンセールスを連発しました。

＜2000年代＞
　ゴスペラーズもミリオンセールスを記
録。ヒットチャートに楽曲を送り込むと
いう使命のもと、沢山のアーティストと
向き合い、唯一無二のサウンドと存在を
追求し続けて駆け抜けました。
＜2010年代＞
　CD〜デジタル配信にメディアが移行
した今日この頃、情報過多の煽りを受け
て音楽産業も大きく変動しています。
　多感な10代の頃の初期衝動が、仕事
になり作品になり、また誰かの初期衝動
に繋がっていく。これからも音楽を通じ
て、時代に寄り添って生きていきたいです。

音楽を通じて時代に寄り添う〜初期衝動を忘れない!!

中村美穂（83回生）
自然科学映像プロデューサー

　国語の教室の窓から見えた桜をいつも
思い出す。3年の春、この眺めは今年限
りと思ったらいたたまれなかった。何度
引っ越してもファイヤーストームで着た
Tシャツが捨てられない。あのとき泥の
中で、なぜかたくなに膝を抱えていたん
だろう。徹夜で締め切りに追われるとき、
受け入れがたい「直し」を拒否できない
とき、ふと目の奥で民がまわる。それほ

ど好きだったんだ、清陵。
　大学で人類進化論を専攻した。テレビ
局の面接で「人間は50年もすれば滅びる」
と言い放って自分が滅んだ。おかげで社
員二人の独立プロに拾われ、好きな自然
科学映像だけを作ってきた。縁あって大
学で教えるようになり、平成生まれに「な
ぜそんな（手間ばかりかかって儲からな
い）仕事を選んだんですか」と聞かれ、
あれ？　何だっけ。とっさにウシマサの
顔が浮かんだ。1年の時、生物と地学を
習った。「プレートテクトニクスについ
て記せ」とだけ問われた地学のテスト。
あの答案用紙を見た時の嬉しさが忘れら
れない。思えばあれが、運のツキ。
　地球のいろんな環境に行き、ヒトも含
めたいろんな生きものとかかわり、煮え
湯を飲まされたり、命を救われたりする。

素敵なお仕事ですねと言われれば「3K
どころじゃなく最近は8Kです」とまぜ
返し、大変ですねと言われれば「好きで
やっているので」とうそぶく。どっちも
ホント。もちろん悔いはなく、倒れるま
でやめる気がなく、でも、安易に後輩に
勧めはしない。「好き」を仕事にすると
苦しい。でもたまらなく楽しい。「好き」
はたぶん、諏訪の空から降ってきた。

みんな大好きだよ！

ギニアの野生チンパンジー

【第50回記念総会 基調講演パネリスト】

茨城大学理学部卒。株式会社ソニー・
ミュージックエンタテインメント在籍中
からＬ'Arc-en-Ciel、ゴスペラーズ、
VAMPS、CHEMISTRY等の音楽制
作を手がける。「日経ウーマン」2002
年ウーマン・オブ・ザ・イヤー 第６位。

ゴスペラーズ
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亘理美代子（旧姓 矢澤）（63回生） 専業主婦

　昭和20年3月空き家になっていた中洲
の父の祖父宅へ疎開。当時府立五中（現
都立小石川高校）の教師をしていた父が、
清陵高校で世界史を教えるようになった
のは、その年の7月からである。
　3歳であった私に戦争の記憶はないが、
村の学校で ｢標準語を使う疎開児は生意

気だ、先生の贔屓だ｣ などやや居心地の
悪い思いをしたので、高校は清陵を選ん
だ。同学年女子は5人（卒業時は3人）だっ
たが、先生方も級友も自然体で接して下
さり、自由で楽しい時を過ごせた。ただ、
父（矢澤克）の授業を受けなくてはなら
ないのは正直辛かった。文系進学コース
で女子1人となり、体育は卓球とテニス
のみ「それで普通の成績もらうなんて甘
いよなあ」と級友にぼやかれたが、諏訪
湖でボートを経験したり、一周マラソン
には二回参加して完走した。
　大学は一転女性ばかり、良き友を得た
寮生活が思い出深い。雑誌編集部で三年

余働き寿退社、子供達が中高生の頃は夫
が長く単身赴任、同窓会や大学教授の姑
の手伝いなどもしたが、平凡な専業主婦
として今に至っている。
　清陵出てからはや五十年以上、異性を
意識することなしに、仲間・同志として
の友人知人が多い幸福を感じている。孤
独を恐れず群れず媚びずを目指してきた
つもりの「可愛くないミヨちゃん」も
七十歳をすぎ、惚け防止になればと短歌
や日本画を趣味にしているが、健康で穏
やかに老いてゆきたいと願っている。

友人と同志に恵まれて

山口千恵（83回生） 「創作工房山口」スタッフ

　わたしがいた頃はクラスに女子がわず
か5人。体育で男女混合の柔道の授業が
あり、しっかり寝技もやりました。入学
当時、女子なのになぜ清陵にきたのか？
と何人にも聞かれ辟易。女子を売り物に
しないため、わざわざ汚い格好をして肩
掛けカバンをはすにかけて登校したのを
よく覚えています。こんな田舎を出たく
て早大に入学。前に前にと気持ちが向い

ていたので、清陵を思い出すこともなく
就職、結婚、出産。現在宮崎に暮らして
いて、次女の年の分（21歳）諏訪に帰っ
ていません。諏訪は遠い、そして清陵は
もっと遠い存在でした。
　ところが革人形作家の夫の手伝いをし
ながら、自宅で学習教室を開いて14年。
清陵を思い出す機会が増えました。自分
の子3人が大学受験を迎えたとき、お母
さんはどんなだった？　と聞かれたり、
生徒たちの進路相談をするときに、自分
の体験を具体的に話すことが増えたから
です。当時の担任だった三石先生、五味
先生に言われたこと、食ってかかって言
い返したこと（先生すみませんでした）、
模試で男子なのに「白百合女子大」と志

望の欄に書いて、全国1位をとったと自
慢していた○君たち、共通一次2期目で
消しゴムのかすをよく払う練習があった
こと……。清陵時代はまさに宝物だった
のだと、今になってやっと気付きました。
今年の4月に3人目の子どもが大学に入
り、子育てがひと段落しました。次の灯
りを探すにあたって、今年こそ諏訪に帰
り清陵の仲間と会い、原点に立ってみた
いと思っています。　これから夫の革人
形を多くの人に見てもらいたい、という
夢に向かいます。清陵生だったわたしは
きっとできます。自反而縮雖千萬人吾往
矣。この言葉がわたしを支えています。

私 帰る

髙木希奈（99回生） 精神科医

女性が活躍できる社会へ……清陵魂を持った私の活動

　こんにちは！　99回生の高木希奈です。
私は大岡谷親友会（岡谷北部中）所属、
中学時代に大流行したスラムダンクの影
響で、男子バスケットボール部のマネー
ジャーになりました。私の両親は医者で
はありませんでしたが、小さい頃からの
親のマインドコントロールにより（笑）

中学の頃から医者になりたい、と思って
いました。そんな中、母が高3の夏休み
にガンで亡くなりました。それで、ます
ます医者になりたい！　という思いが強
まったのです。そして、そんな思いを汲
んでくださった当時の担任の三井先生の
おかげで、医大の推薦枠を取ることがで
きました。これは、勉強だけでなく部活
に力を入れていたことや、清陵祭の時に
もいろいろと係をやっていたりしたこと
が良かったのだと思います。聖マリアン
ナ医科大卒業後、現在は精神科の病院に
勤務しています。そして、医者の傍ら、
作家、タレントとしてテレビ、ラジオ、
雑誌等でも活動しています。

　こうして忙しい日々を送っていますが、
医者の中では変わった活動をしているあ
たり、清陵生っぽいなーとつくづく感じ
ます。高校を卒業してからもう20年、
今でも同窓生とは仲良く、先輩方からい
ろいろな折に連絡をいただき、こんなに
何度もイベントがあり、先輩後輩と密接
につながっている高校は他にないと思い
ます。諏訪清陵高校は日本一素晴らしい
高校だと思っていますし、清陵出身とい
うことに誇りを持っています。そしてい
つか母校で清陵祭等の講師として講演を
したい！と心から願っております（笑）。
公式ブログ
http://ameblo.jp/ishi-kekkonn/
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間宮 薫（107回生） 
三菱東京UFJ銀行 シドニー支店 支店長代理

　107回生（茅野北部中、吹奏楽部所属）
の間宮と申します。この度、清陵の先輩
であり勤務先の先輩に、「女性の活躍」
をテーマに一言書くという貴重な機会を
頂きまして、大変光栄に思っております。
　現在、三菱東京UFJ銀行シドニー支
店で、当地地場企業のお客様への融資、
貿易金融の推進に携わっております。日

本とは違う商習慣・文化、英語でのコミュ
ニケーションの中で難しさを感じること
も多くありますが、「海外にかかわる仕
事がしたい」と入行当時より希望してい
た念願のポジションでもあり、試行錯誤
と努力の毎日です。
　「海外と関わる仕事がしたい」と思い
始めたのは、中学生の頃でした。授業で
ネイティブの先生に褒められたことで、
単純にも「自分には語学が向いている」
と思い込み、英語が好きになったことが
きっかけです。清陵では部活の先輩が留
学を経験していて、「先輩のように自分
も留学してみたい」と1年間米国に留学
しました。留学を後押ししてくれ、かつ
帰国後留年した私を受け入れてくれた、
自由で寛容な清陵の校風の中で、思い切

り好きな分野を伸ばしていくことができ
たことを幸運に思います。
　その後は、東京外国語大学でスペイン
語と英語通訳を専攻しました。就職活動
の際も、日本と海外をつなぐような仕事
をしたいと、「海外にかかわるチャンス
が多い企業」という点を重視しました。
金融危機直後で就活環境が厳しい中、と
にかく多くの就職試験を受ける人もいま
したが、その点だけは譲れませんでした。
その点は、やはり清陵で培った精神が生
きているのかもしれません。そのおかげ
で、今の私があると思います。これから
も、質実剛健、勤勉努力、の姿勢で頑張っ
ていきます。

自由で寛容な校風の中で

西尾泰子（99回生） 
（株）利休ジャパン　代表取締役

　現在、私が輸出した抹茶が世界約20
か国以上で販売されています。
　高校時代から国際的な仕事がしたいと
いう希望を持っていたため、大学時代に
は国際法を学びながら、色々な国を半年
間一人旅しました。コーヒー生豆や紅茶
の直輸入やODA政府開発援助をする会
社で勤め、常に海外と接する選択をして

きました。そして、あるご縁から海外の
茶類をメインにした会社を起業。その直
後に東日本大震災が起こりました。
　世界中で日本茶輸入規制強化がされ、
多くが輸出に消極的になっていく中、もっ
と日本に貢献出来る仕事をしなくては！
という思いに駆られ、それまでに培った

「貿易と茶類の知識、海外ネットワーク」
を武器に、積極的に日本茶輸出に力を入
れることを決めました。
　あえて「Matcha」に焦点を当てたのは、
伝統的な茶道作法・外国人の嗜好に合わ
せたレシピが出来る魅力・栄養価など、
訴求要素が沢山あり海外の方に分かりや
すく、世界に出ればきっと抹茶は進化す
る！と可能性を信じたからです。
　「小舟で大海原に独り漕ぎ出す妻」と

夫に激励してもらいながら、スーツケー
スにサンプルを詰め込んでは頻繁に海外
に赴き、飲んで食べて呑んで踊ってスポー
ツ観戦。世界中に抹茶仲間を増やし、種
を撒き続けました。気づけば最近の海外
での抹茶ブームを追風に、各国の嗜好に
合わせた抹茶ビジネスを営めるようにな
りました。また逆風の中、積極的に動き
回っていたことから、小規模で新参者な
がら抹茶生産者からの強い信頼も得るこ
とが出来、優先的に安定供給を頂けてい
るという有難い状況に至りました。
　そう。私が「抹茶で広がる世界」に漕
ぎ出せたのは『自反而縮雖千萬人吾往矣』

『理想の花の咲かむまで』清陵魂のお陰
なのです。

Matcha（抹茶）で広がる世界

東京清陵会　新生女子部が発足
第1回の女子会が開催されました（詳細は19ページ）。
Facebookページも開設。女子部への多数のご参加をお待ちしております。
幹事　88回生　佐藤美智子
Facebook/ 東京清陵女子会で検索Go！
Mail / tokyoseiryokaijoshi@gmail.com

Topics

東京清陵女子会
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　ご寄稿くださいました皆さま、ありがと
うございました。
　旧制諏訪中学・諏訪清陵高校の変遷は、
かなりの部分が社会の変容に伴うものだと
思います。その意味では、それは戦前から
今に至る日本の教育やその環境の移り変わ
り、社会の変革、それらを諏訪清陵高校と
いう鏡に映し出したもの、といえるのでは
ないでしょうか。と同時に、清陵固有の要
因による変化もあったことでしょう。
　これからも、時の流れとともに諏訪清陵
高校は変わり続けていくでしょうが、変わっ
て欲しくないものといえば、それはやはり、

「自反而縮雖千萬人吾往矣」の精神なので
はないでしょうか。名物教師でいらした「う
しまさ」こと故牛山正雄先生は、「自反而
縮雖千萬人吾往矣は自反而縮が難しい」と
おっしゃっていましたが、変わりゆく時代
だからこそ、大切にしなくてはならない伝
統だと思います。そんなことを伝えてくれる、
私の好きな詩がありますので、その一部を
紹介してこの特集のまとめとします。
　茨木のり子の「問い」。詩の中で繰り返
される「ゆっくり考えてみなければ」。「自
反而縮」に相通じるところがあるように思
えるのです。　　　　　（83回生　倉田重子）

　　　　問い
ゆっくり考えてみなければ
　　　いったい何をしているのだろう　
　　　わたくしは
　　　　　（中略）
ゆっくり考えてみなければ
　　　みんなもひとしなみに
　　　何かに化かされているようで
いちどゆっくり考えてみなければ
　　　思い思いし半世紀は過ぎ去り行き
青春の問いは昔日のまま
　　　更に研ぎだされて　青く光る

（茨木のり子「おんなのことば」童話屋刊収録「問い」
より）

小口昌子（108回生） 農業

　現在私は三重県津市の田舎で有機農家
になり、時々自宅の改装をしながら、夫
と一緒にいろいろな野菜づくりをしてい
ます。これからぼちぼちと花畑を増やし、
将来は通信販売でオーガニックフラワー
を 扱 う 農 家 に な り た い で す。THE 
BLUE HEARTSの「夢」という歌を知っ
ていますか？　私はこれまで随分ウロウ
ロしたけれど、今ではこの歌の歌詞みた

いに「あれもしたい、これもしたい、もっ
としたい、もっともっとしたいー」とや
りたいことをして、夢が少しずつ叶う毎
日を夢見心地で過ごしています。
　清陵に在学していた当時、私はガリ勉
でした。勉強が好きというより、勉強が
できないことが嫌でした。部活は陸上部
で、全く冴えない長距離選手でした。部
活で活躍するほうが成績優秀でいること
より難しかったので、自分は勉強もでき
なければ存在価値が無い、みたいな切迫
感がありました。部活して帰ってできる
だけたくさん勉強しよく寝る、の繰り返
しで、青春時代としては非常に味気ない
生活だったかもしれません。
　「自反而縮雖千萬人吾往矣」の意味が

わかったのは、京都大学に進学して、自
分の道を極めていく途中にいる、「ちょっ
と変わった」友達や先輩たちに会ってか
らでした。身近な人や、世間一般の期待
を察知して、それに沿う努力をするのは
正しそうで安全そうではあるけど、余り
にも大変で安っぽいうえ面白くない。一
風変わっていても安全そうじゃなくても、
自分の好きなこと、信じることに突っ込
んで行く人生のほうが面白そうだ！　と
いう胸の内にやっと気づきました。
　もし清陵時代の自分に会えるなら、勉
強や部活なんてどうでもいいから、得意
なこと、知りたいこと、行きたい場所、
会いたい人に出会って、自分なりの考え
方に気づき深めて欲しいと言いたいです。

高校時代の自分へ

大内春菜（114回生）　JR西日本勤務

　こんにちは。114回生の大内春菜と申
します。昨年東京を離れて以来東京清陵
会からはすっかり遠のいていたので、お
話を頂いて嬉しく思います。
　少し自己紹介を…岡谷東部中出身、清
陵在学中は剣道部等に所属し、副学友会
長もやらせて頂きました。現在はJR西
日本に就職し、金沢で働いております。
住みよく、日本酒と海鮮が美味しくて最

高ですよ。
　さて女性の活躍ということですが、清
陵時代はS講座(理数系に力を入れるク
ラス)、大学は工学部機械系、現在は現
場経験で車両所…と女性が極少のコミュ
ニティにずぶずぶ足を踏み入れている者
として、自身の進路選択の際考えたこと
をご紹介します。基本的に「好き！かっ
こいい！」で進路選択していたので、初
めて真面目に将来を考えたのは就職活動
時です。志望業界は転勤もあるし、かと
言って自由に転勤もしづらいし…どんな
相手と結婚、出産しても続け易い職業を
選ぶべきかな…と悩んだのですが、独身
のままその仕事を続ける可能性を考えた
らゾッとし、結婚したらまた考えようと

結局ここでも興味で職業を選んだのでし
た。社会人になり24歳という色々とリ
アルな年齢にはなりましたが、とりあえ
ず今は楽しくお仕事しています。もちろ
ん女性活躍推進法も制定されましたし、
様々な企業、様々な仕事と家庭の両立の
やり方があると思いますので、現在就活
中の院生同期、また大学生の方々、いっ
ぱい将来を考えてください！私も活躍す
る女性として胸を張れるよう日々精進し
たいと思います。
　ちなみに執筆中の現在は週末に下社里
曳きを控えており私も帰省する予定です。
地元を離れて初めての御柱ですがつい帰
りたくなるものですね。

「好き！」と「かっこいい！」を貫いて
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　63回生の我々は、今年から後期高齢
者と呼ばれることになるが、まだまだ元
気に集まっている。
　昨年11月11日アルカディア市ヶ谷で
の同期会（63会）には、諏訪からの参
加者を含めて例年よりは少なかったもの
の53名が参加した。いつものように清
陵時代を懐かしんで話が弾み、各人の近
況報告での、趣味、健康、ボランティア
活動等の話に感嘆したり、刺激を受けた
り癒されたりするのもいつものことだ。
この歳になっての同窓会は、集まり顔を
合わせるだけでも意義があるという63
会の面々は、互いに元気を確認し合い適
量のお酒と談笑の充実した時間だった。 　当番幹事の平成8年、第30回記念総会

には同期70名余が集まり総会を盛り上
げた。また、幹事の前・後年とも50名
余が出席し、平成７年より3年間続いた
300名を超えた総会に貢献できた。それ
以降20人を超えることもあったが最近
では十数人と減ってきたが、当番幹事を
除くとまだ多い学年だと思う。総会では
同期との歓談はもちろんのこと他学年と
の出会いも楽しみにしている。
　清陵高校入学50周年を機会に再び声

同期会活動紹介「まだまだ集まっている」 ６3回生

　集まる切っ掛けは、当番幹事が近づい
た平成5年、東京清陵会幹事会への欠席
が続く63回生を心配した当時の事務局
長から声かけがあり、先ず集まってみた。
　少人数での集まりはあったものの、広
く関東地区の仲間への声かけは初めて。
卒業以来の顔合わせの人もあったりして
30名近い仲間が丸の内のビル地下居酒
屋に集まった。直ぐに清陵時代に戻った
ように会話が弾み、互いに卒業後の近況
を語り合った。「よし、当番はしっかり
やろうぜ」とその気になった。その後も
度々集まり新しい出会いを重ねた。　　
　当番幹事の1年前、各クラスから幹事
を出して準備会を立ち上げ、Ｔ君の勤務
するゼネコンの赤坂にある社員サロンに
毎月集った。以来、連絡や行事の役割を
各クラスが分担して行ったことがクラス
がまとまり行事への出席者増につながっ
た。

まず、集まってみた。丸の内の居酒屋で（平成5
年2月）

成城クラブでの三三会（平成28年3月）

東京清陵会総会の63回生（アルカディア市ヶ
谷　平成26年10月）

アルカデア市ヶ谷での63会（平成27年11月）

を掛け合い、卒業50周年、古希の会等
の学年会を毎年諏訪と東京で交互に開催
しており毎回60人から70人前後の出席
者がいる。今年は、御柱祭の年に当たる
ため中止することにしたが、次回は喜寿
を記念して東京と諏訪の中間地あたりで
集まることを考えている。
　ここ数年、牛正が担当したクラス会

（三三会）に他クラスの仲間も加わり、
年３～４回有楽町にある成城学園卒業生
のクラブに集っている。夕方早めの時間
帯から集い、特にテーマは決めていない
が、そこは清陵ＯＢ、母校や諏訪の話題、
近時の話題が飛び交い、談論風発、ほろ
酔い酒と歓談のひと時を楽しんでいる。
　集いを重ねるなかで、各人が培ってき
た知識・特技・知恵を仲間の仕事や講演
会などで活かせたことも同期同窓会の魅
力と言える。（63回生　藤森宏一）
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【KDDI清陵同窓会】
　当社には両角代表取締役副社長（78
回生）から、入社4年目（109回生）の
若手まで、幅広い年齢層の同窓生が10
名います。出会いは、「社外の同窓生を
介して同じ会社であることがわかった」、

「合併したら同級生がいた」という偶然
もあれば、「名字が諏訪っぽいから聞い
てみたら清陵だった」という能動的なア
プローチもあり、様々でした。
　そんな10名で、毎年11月に、懇親会
を開催しています。所属が、管理、技術、
システム、営業企画、営業、調査・研究
部門と、多岐に渡っていることから、社
内の話題はとても有益なのですが、各自
の清陵時代のこと、諏訪情報の交換もあ
り、毎年楽しい時間を過ごしています。

　副社長との懇親は、当初、若手社員に
とっては緊張の場でしたが、回を重ねる
ごとに親しさが増し、今では和気あいあ
いとしています。写真は今回、この会報

楽しみです。できれば女性メンバーがほ
しいと切に願っております。　　　　　
　　　　　　　（90回生　猪股美智）

「企業で・部活で」
昨年は大学清陵会として「早稲田大学学生諏訪会」、職場清陵会として「三菱東京ＵＦＪ銀行」を紹介したが、
今年は、企業として「KDDI」、部活ＯＢ会として「剣道部」の「清陵会」の報告していただいた。

【剣道部ＯＢ会】
　私が本校教頭を務めていた平成23年1
月に78回～80回の7名で発足。その後、
お盆前の開催にあらため毎年開催。平成
26年に私が校長として本校に戻ったこ
とをきっかけに上は75回生まで拡大。
これに私の教頭時代の在校生であった現
役大学生も加わり、顔を知らない者どう
しが剣道部に籍を置いた縁だけで集い交
歓する本当の意味のＯＢ会となった。現
在も、前後の代に少しずつ声を掛けなが
ら名簿登載者数を増やしているところで
ある。
　教頭であった私が行きがかり上最初の
幹事を務めたが、後輩が引き継いでくれ

る気配がないため校長となった今も私が
万年幹事状態。
　目下の夢は、卒業後も続けている者ど

した。加入に関するご照会は、母校校長
まで。　　　　
　　　　　　　　　（78回生　石城正志）

いろいろな
清陵会

に掲載するために、昼
休みに集まって撮影し
ましたが、（事業所が
異なったり、業務の都
合で、残念ながらフル
メンバーとはなりませ
んでした。）撮影後も、
つい、御柱の話に花が
咲いてしまいました。
　さて、今年も、もう
すぐ新入社員が配属さ
れる時期になりますが、
新メンバーが現れるか

うしは本気で、すっか
り御無沙汰の者は怪我
のないように気をつけ
ながら、久しぶりに竹
刀を合わせ剣道そのも
のを通じての交流が出
来ないかというもの。
一汗かいた後のビール
は最高でしょう。
　本年の集りは、8月
13日（土）18時より、
上諏訪駅前で行われま
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「集まれ、我等が同期」 
同期会が同窓会の原点、毎年継続開催を！

昨年の「東京清陵会だより」の企画で好評だった「学年会通信」!　今年も、継続企画として、いくつかの
学年にお願いしました。内容的には、学年の特徴、最近の会合、会合予定案内、東京総会参加呼びかけ、同
期会のSNS利用、幹事名、連絡先などですが、これからの同期会活性化につなげていただけたら幸いです！！

学年会
通信

●59回生の首都圏在住者の内、65名が（入
れ替わりはありますが）常連で、観桜会の
あと、同期生の金子政喜君のお店（門前仲町）
で懇親を深めています。北海道や大阪、諏
訪の仲間も参加し、本年で44回目を数えま
した。地元諏訪では、偶数月14日（曜日問
わず固定）午後6時頃に、馴染みの居酒屋
に有志が三々五々集い歓談しており、首都
圏から駆けつける人もいます。問合せ先：
東京地区の幹事は五味隆君、諏訪の幹事は
牛山孝君です。　　　　（59回生　矢崎悦郎）
●我々76回生は、7年前の当番幹事を務め
たあと、東京地区では毎月第３金曜日に、
三金会と称して交流を続けて来ました。最
近は年齢的にも定年後継続雇用をしている
者も増え、スケジュールが合わず参加人数
が減少傾向ですが、時間ができた時に昔話
に興じることができる場を作っておきたい
と考え継続しています。関西在住のメンバー
も東京からの出張者があると、連絡を取り
合い集まっていますし、諏訪では毎年お盆
の帰省時8/14に合同同窓会として交流を
続 け て い ま す。76 回 生 HP http://www 
2.plala.or.jp/yellowcard/index.html　
　　　　　　　　　　（76回生　関屋孝行）
●78回生は5年前に幹事を務めさせて頂い
て以来、たびたび親交を深めています。特
にこの2年間は、78回生の石城正志君が清
陵の現校長となって母校を支えてくれてい
ます。東京清陵会にも無論出席してくれる
ので、昨年同様、2次会として「現校長と
清陵の過去と未来を語る会」を催します。
世代を超えて97回生女子数名も一緒に盛り
上がる予定です。78回生は10月2日（日）
ぜひご参加ください！（78回生　伊藤高光）
●82回生は昨年の当番幹事でした。ご協力
ありがとうございました。その後、82回生
同期は東京では江戸東京散歩倶楽部を設立、
臨番で幹事を務め、隔月くらいに各自の住
域などを散歩、宴会をしています。今年も
1月に浅草千住、4月に早稲田高田馬場、9
月には谷根千、その後も品川大森、練馬板
橋と企画しています。また諏訪地元同期と
は6月本部総会二次会、年末の忘年会を計
画しています。これまで忙しくて参加でき
なかった同期も是非参加ください。
　　　　　　　　　　（82回生　北原譲）

●83回生は、同期会の名前を「祥雲会」と
言い、卒業以来これまで割と定期的に全体
の同期会を開催してきました。そして、い
よいよ今年は同窓会の当番幹事学年となっ
てしまいました。諏訪の本部では6月25日

（土）に上諏訪の「ホテル紅や」に於いて、
平成28年度定期総会、パネルディスカッショ
ン、懇親会が開催され、全体では約350人、
当番幹事学年の83回生も40人以上参加し
大いに盛り上がりました。記念に作成した
ポロシャツ・ネクタイも好評でした。東京
でも、10月2日（日）の総会・懇親会に向
けて、当番幹事学年として、精一杯頑張っ
て準備して参りますので、どうぞ宜しくお
願いします。　　　　　　（83回生　岡本徹）
●新年会25名、3月の『ミドル交流会』に
は15名が参加。6月の本部総会・懇親会に
も７名の84回生が諏訪に駆けつけてくれま
した。この会報をお読みの84回生の中で、
東京清陵会の行事にまだ参加されていない
皆さん、下記連絡先にメールをお送りくだ
さい。来年はついに我々が幹事です。40年
前に偶然出会った仲間と、この機会に再び
巡り会って、もう一度だけ1年限りの清陵
生に戻ってみませんか。連絡先  toshakaha
ne@gmail.com　　　（84回生　赤羽俊昭）
●89回生はこの4年間、毎年、全体同期会
を開催してきました。東京で3回、諏訪で
1回行い、大勢の同期が参加しました。また、
Facebookでも、多くの同期が交流していま
す。89回生のグループも設置されており、
連絡に活用されています。……蛇足ですが、
Facebookは世の中を変えた偉大な発明の
一つですね。これがなければ、清陵出てから
30年の我々が今のように簡単に距離を縮め
合うことはできなかったでしょう。　　　　
　　　　　　　　　　（89回生　金子哲哉）
●東京の久燦会（93回生）の皆さん、今年
は御柱祭の年ですので、諏訪は沸き立って
います。秋はそれぞれ小宮の御柱祭になり
ますね。さて、93回生は今年度サブ幹事で
す。10年後に当番幹事として定期総会や同
窓会報等の仕事をすることになります。足
がかりとして、同期で集まって親交を深め
られればと思っています。連絡先やメール
アドレスが変わってしまい、連絡を取れな
い方がいますので、今年度になってから吉

川からメールが一通も届いていない方は、
メールをください。連絡先 yskwgo@yahoo.
co.jp　　　　　　　　（93回生　吉川豪）
●99回生学年幹事の荒木です。99回生は、
今年卒業20周年を迎えるにあたり、初の同
窓会を開催いたします。9 月 18 日（日）
18:00～　諏訪のベルファインにて、恩師
の先生方もお招きし、盛大に開催いたします。
100名以上の参加を目指していますので、
是非お越しください。フェイスブックでは、
99回生のグループページ「自反而縮。雖
千万人。吾往矣。」を展開中、100名近い同
窓生が既に登録済みですので、FBユーザー
は是非登録をお願いします。
　　　　　　　　　（99回生　荒木健太郎）
●110回生は、同窓会名を金色会と称して
活動しています。会名は、同窓生が心から
愛する「金色の民」からとらせていただき、
第一回目の同窓会で同窓生の承認を得ました。
昭和最後、平成最初の世代であることから、
これからの日本を担う旗手として活躍して
いこうという気概を現した会名です。110
回生は、来年で卒業10周年を迎えます。そ
れを祝して、年末年始に第6回金色会を開
催 い た し ま す。詳 細 は 決 ま り 次 第、
Facebookにて掲載しますので、同窓生は参
加をお願いします。また、SNSに参加して
いない方も私（柳澤広識）にメールいただ
ければ、詳細をお伝えします。東京で活躍
している同窓生も多いので、東京金色会と
称して、諏訪ではなく東京でも同窓会を開
催したいとも考えております。その際も、
ご協力のほどよろしくお願いします。連絡
先 yanagisawahironori@gmail.com　　　
　　　　　　　　　（110回生　柳澤広識）
●118回生の特徴はプライベートが充実し
すぎて東京清陵会に参加する人があまり多
くないことです。これまで会合の開催はあ
りません、また現時点での会合の予定もあ
りません。ですが、東京清陵会の総会には
できるだけ多くの人に参加してもらいたい
と思っております。現在、SNSのグループ
には51名が参加しております。118回の幹
事は帶川恵輔、五味梨香、茅野理子、塚原
義皐の 4 名です。諸連絡は sejinja@gmail.
com（代表：帶川）までよろしくお願いし
ます。　　　　　　　（118回生　帶川恵輔）
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「諏訪⇔東京清陵会総会　
バスチャーターの記」
　6月の全体総会で幹事を務めた私たち
82回生が中心となり、全体総会で多大
な協力をいただいた東京清陵会の総会に、
諏訪地域からバスをチャーターして応援
参加することになりました。当日は、柿
木観光に依頼し、82回生7人、83回生3人、
そして52回生6人と石城校長先生も乗せ
て17名が東京へ向かいました。52回生
の指示により乗車場所も指定され（大変
慣れたものでした……）、当日、急遽1
名不参加となってしまいましたが、事前
に真澄と神渡から振舞用と我々用の酒も
いただき、ちょっとだけ？飲みながらい
ざ東京へ！　何とか無事に参加すること
ができました。総会では、一緒に行った
82回生武藤君のリコーダーに癒され、
質の高いパネルディスカッションに東京
を実感、終了後のそれぞれの交流会も十
分堪能し、充実した1日となりました。
帰りは、予定にはなかった下諏訪まで足
を延ばしていただき、大変助かりました。
　　　　　　　　　（82回生　木島清彦）

「本部パネルに参加して」
　まずは、多くの方々がご出席され、パ
ネル会場の熱気に驚きでした。又、相槌
を打つ仕草を見るにつけ、諏訪の地で育
ち教育を受けた者としての一体感を感じ
ました。
　パネル当日まで、パネリストのお考え
を伺い、又、4人で身近な話題を話す機
会を有しました。皆様が広範囲の事項へ
高い関心を持たれている事に接し学ぶ事
大でした。その一端が、今回のパネルに
表現されていたように感じています。更
に、地元への感謝の気持ちは共通なもの
と思った次第です。ともすると、日々の

些事に押し流されて、独りよがりな考え
に陥りやすいものです。我々の繋がりは、
時に優しく、時に厳しく導いてくれます。
これからも、この繋がりを大切にして参
ります。　　　　　　（82回生　黒田茂）

「地酒コーナー」
　日本酒の製造に欠かせない原料といえ
ば米と水。多くの人はどういった品種の
米を使っているか、精米歩合（米の磨き
具合の指標）はどれほどかといったこと
に気を遣いますが、水の性質が最終的な
酒の味に大きく影響を及ぼしていること
はなかなか知られていません。清陵の名
前の由来である地名【清水ヶ丘】はまさ
に清らかな水の郷。良質な水を求めて諏
訪に5軒もの酒蔵が密集している理由は、
とりわけ霧ヶ峰から流れるこの水にある
のです。諏訪の地だからこそ生まれる味
わいを大切にし、皆様に楽しんでいただ
けるよう、今年の造りも例年以上に力を
込めて頑張ります。
　　（107回生　真澄・蔵元・宮坂 勝彦）

「夫婦司会」
　120周年記念にちなんで初の夫婦司会
をやらないかと持ちかけられ、幹事の献
身的な頑張りに感動してつい引き受けて
しまった。緊張して当日を迎えたが、パ
ネルディスカッションで大先輩方の素晴
らしいトークを聞き、こちらはド素人な
んだからとむしろ覚悟が決まった。真面

目一本か夫婦漫才路線か迷うまでもなく、
最初の挨拶で「めおと…」と言いかけた
だけで会場がどっと湧いてくれた。先輩
方が進行にハラハラされているのは痛い
ほど伝わってきたが、手違いは見逃して
頂き、マイクを向ければ戻してもらうタ
イミングに困るくらい語ってもらい、つ
くづく清陵卒業生の底力を思い知らされ
た。素晴らしい記念すべき日となったこ
とを皆さんに感謝したい。　　　　　　
　　　　　　　　　（82回生　渡辺理恵）

「ベーシストになって」
　清陵在学中に女神湖畔にあるホテルで
演奏する機会がありました。初めて貰っ
たお金で湖畔通りの自販機で発泡性の飲
み物を買って飲んだ時、それまでに感じ
た事のない充実感があり、これだ！！と
思ってしまい、今に至ってしまいます。
当日は皆さんの知っていそうな曲を３曲
演奏させて頂きましたが、現在の活動は、
広島、関西、山形交響楽団の首席チェロ
奏者3人によって結成されたチェロ・ロッ
クユニット「カンターナ」のサポート、「東
京ラテン・アンサンブル」、「東京パーカッ
ション・クルーズ」等のグループでの学
校公演の他、いろいろです。あまりメ
ジャーな物はありませんが、またどこか
でお会い出来たらと思います。ありがと
うございました。　　（82回生　田村直也）

「会報編集に携わって」
　東京清陵会だより、それも120周年の
記念号の編集を行うよう頼まれたのは
12月の同期の忘年会でした。文系の連
中も来ていたのに、何故理系の私に声が
かかったかは謎でしたが、酒も入った勢
いで引き受けてしまいました。後から聞
いたら会報はスケジュール厳守。理系の
ほうが信頼できるとのことで、深い意味

2015年度 総会当日ライブ

母校創立120周年記念
東京清陵会総会を振り返って

昨年の総会は母校創立120周年記念でもあり、10数年ぶりの休日開催、80歳以上無料招待を始め、新しい企画を盛り込みました。
ここに再現ライブを掲載させていただくとともに当番幹事の裏話を披露させていただくことで同窓生諸氏に御礼を申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82回生・当番幹事一同）
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はありませんでしたが……。
　とはいえ編集など素人。特集や方針の
成果物イメージが湧くよう、早期からマ
ス目を切った最終形を作りその中に記事
を埋めていく作業を繰り返しました。特
集記事は割と早くにまとまったのですが、
学年会通信が最後まで集まらず苦労しま
した。全体を通して一つのテーマを深掘
りする編集は出来なかったかも知れませ
んが、週刊誌のように広く愉しんでいた
だける内容にはなったように思います。
　　　　　　　　　（82回生　竹内雅彦）

（東京清陵だより第26号、P9、母校の誇
りの【経営者】に、77回生、堀田康之様、
キッツ代表取締役社長、が抜けておりま
した。訂正してお詫び申し上げます）　

「ハガキ作戦で
学年対抗に優勝」
　62回生は1995年以来東京同年会を3年
毎に開催してきましたので、名簿は整理
してありクラス幹事から東京清陵会総会
への参加のはがきを関東地方の同年生全
員に送りました。それも東京清陵会報が
送付される一週間前に届くよう配慮し、
欠席予定者には個別に出席依頼の電話も
しました。当日は元気な23名が出席し
て学年対抗最多数の表彰状を戴きました。
62回生は後期高齢者でクラスメイトの
約2割が逝去しています。総会参加者は
年々減少するでしょう。今後も参加の呼
びかけは継続しますが顔見せだけでなく
一人一冊の「愛読書」の持ち寄りで交換
会を開くなど提案いたします。
　　　　　　　　　（62回生　小林國利）

「東京清陵会の参加コンテスト
に優勝した92回生です」
　我々は、卒業して四半世紀を過ぎてな
お、今も在校当時と変わらぬ関係が続い
ています。

　忘年会や暑気払いは勿論のこと、同期
が上京すると聞けば、何かにつけて集ま
り、夜更けまで酒を酌み交わし、語り合
い、お互いに刺激を受け続けています。
皆一様に、また清陵の集まりなのかと毎
回家族に呆れられているようですが…。
　長い時を経ても何故か集まってしまう
のは、おそらく母校への愛校心と郷土愛
によるものであり、これは他の学年の皆
様も同様ではないでしょうか。そのよう
な場所で高校生活を過ごせたことを、あ
らためて幸せに思います。東京清陵会で
は、声を掛けたところ多くの同期が集まっ
てくれました。おかげさまで、久しく会っ
ていない同期とも再会することができま
した。幹事学年となる十年後の東京清陵
会に向けて、さらに結束を固めたいと思
います。　　　　　（92回生　溝口浩司）
■総会当日の出席者が増えますようにと
の願いを込めて、82回生は、学年対抗
参加人数コンテストが継続されますよう、
先輩部門・後輩部門の持ちまわり優勝カッ
プを寄贈します。

「東京居酒屋散歩倶楽部
82活動報告」　
　数年前から東京在住の諏訪中OBで気
楽な飲み会をしていたが、北原君、篠原
君、宮坂君、野田に加えて二葉の持田女
史、諏訪から河西女史が参加し、2014年、
15年と春は花見、夏には合宿を敢行。
飲んでいるだけでは健康に差し障りがあ
ろうかと、帳尻合わせに散歩もすること
となった。山田君、金子君、青木君、波
賀さんが加わり2015年10月、まずは宮
坂君企画で平井にある彼の勤務先のライ
オン本社工場見学を行った。11月には
渋谷勤務の野田の企画で渋谷・代官山歴
史ツァー、明けて2016 年1月は北千住
在住の金子君の企画で浅草～北千住の日
光街道を踏破。2万歩13キロを歩いてお

いしいお酒をいただいた。4月に早稲田・
目白界隈を開催。今後は本郷・神田、上
野谷根千などを企画している。ゆるーい
散歩会なので集合は大概昼過ぎである。
すぐ喉が渇いてしまう人が多く、夕方5
時過ぎには乾杯の運びとなるため、体力
に自信がない方の参加も歓迎。大東京の
ディープな横丁の散策は楽しいこと請け
合いである。参加ご希望の方は北原君ま
で。　　　　（82回生　高橋（野田）佳子）
■秋には、品川・大森コース、板橋・練
馬コースも企画中です。　　　　　

「当番幹事を代表して」
　早いもので10月の総会から一年近く
になる。昨年は120周年記念でもあり、「伝
統に学ぶ」、「記憶に残る」、「未来に向け
て」をテーマに運営した。「記憶に残る」
総会懇親会では、何といっても学年対抗
出席人数コンテストだ。自分の学年の出
席返信、欠席連絡は誰かとの問い合わせ
もたくさんいただき、盛り上がりを実感。
優勝学年の弁にはなるべくしての優勝が
語られた。初の夫婦司会で盛り上げた渡
辺夫妻、同期異色の演奏家ベーシスト田
村直也君、地酒コーナー真澄の宮坂勝彦
氏（107回生）は諏訪から上京、地元か
らのバスチャーターには石城校長も同乗、
本部総会パネリスト黒田君も東京ではパ
ネル裏方を担うなど同期に留まらず、多
くの同窓生に参画いただいた。てんこ盛
りとなった会報（編集長・竹内雅彦君）
にも多くのエールをいただいた。感謝感
激だ。当番幹事はその余韻を江戸東京居
酒屋散歩倶楽部として継続している（高
橋佳子さん）。今年は御柱祭、その高揚
感は神の領域に近づくという。あちこち
でミニ同窓会が神の域に近づいたはずだ。
本報告も今年度当番幹事83回生の配慮
から2頁をいただき深謝申し上げる。　
　　　 　（82回生当番幹事代表　北原譲）
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2012年から活動を開始した活性化ワーキンググループも5年目。3月の「ミドル交流会」は3回目、5月の「新卒歓迎・学生交
流会」は4回目で、初めて、二年生と新卒学年幹事が開催幹事を務めた。新たに、7月には「女子会」が復活、また学年幹事会後
の1時間に「お楽しみ懇親会」を開催、11月には2回目となる「働くことを考える学生の会」も開催準備中。

　昨年11月29日（日）「第1回　働くこ
とを考える学生の会」がアルカディア市ヶ
谷にて開催された。このイベントは86
回生が中心となり、はじめての就職活動
を通じて人生の真のやりがいを考えても
らいたいと企画したもの。
　第１部では、パネリストとして平島秀
幸氏（86回生：サンスター 人事部給与
グループ長）、林聡一氏（86回生： 博報
堂 人材開発戦略室グループマネージャー 
）、藤田あづさ氏（86回生：嬬恋村国民
健康保険診療所 所長）、武田正利氏（86
回生：電通国際情報サービス 執行役員
ESセグメント長補佐 ）の4名が登壇し、
ファシリテーターは細田明氏（86回生：
税理士、フェアコンサルティング代表社
員 ）が務めた。平島氏は、採用とは対
極にある退職者の面談経験から捉えた仕
事の現実を、林氏は，「偶然」と真剣に
向き合い、一企業に長く身を置くことで
見えてくるものを、藤田氏は、数々の職
歴、体験をへて医師をめざした経緯を、
武田氏は、転職をとおして人としての成
長について語った。その後、細田氏が仕
事観や真のやりがいについて質問をなげ
かけると、各パネリストからは熱いメッ
セージが伝えられた。第２部では、パネ
リストを囲んで参加者全員が４グループ
に分かれ、学生参加者との意見交換の場
が設けられた。和やかな雰囲気の中、学
生参加者からは、社会で活躍する先輩の
話を直接聞くことができる絶好の機会と
なったとの感想が寄せられた。　　　　
　　　　　　　　　（86回生　加藤正治）

第1回
働くことを考える

学生の会報告

プレ就活新設、女子会復活、
新卒歓迎会は学生主催に

活性化ワーキンググループ5年目活動報告 

第３回  ミドル交流会報告

　3月6日、麹町の明治薬科大学・剛堂
会館にて、参加者29名を集めて「第3回
ミドル交流会」が開催されました。金融
コンサルタント、自衛官、評論家として
活躍中の、いずれも84回生の3名の講師
によるリレー講演会に始まり、パネルディ
スカッション、さらには二次会と、大い
に盛り上がりました。以下、パネリスト
と参加者の感想を紹介します。
　　　　　　　　　（84回生　赤羽俊昭）
　貨幣経済の膨張と暴走が地球環境を悪
化させた主犯だ、と思うのは私だけでは
ないでしょう。「人間圏」の貨幣経済も、
地球の多様な生命を育む「生態圏」の自
然環境も、ともにその持続性に疑義が生
じているのが現在の大問題なのです。ド
ル紙幣と金との交換を廃止した1971年8

月15日を境に地球環境は一気に悪化し
始めました。そうした問題意識を多少な
りとも共有できたならば、今回の報告に
は意義があったと言えるでしょう。
　　　　（パネリスト：84回生　藤森弘）
　リレー講演は、それぞれが生きてきた
道筋や思いが伝わってきて、深く考えさ
せられた。「みんな大人になったんだなあ」
と妙な感覚に陥ったのは、高校生の自分
がそこにいたからだろう。また、年齢差
を超えて“清陵”という共通項で繋がり、
思いを共有できたことは新鮮な体験だっ
た。心の内に清陵の魂があることを思い
知り、今の毎日が大切なあの時代の続き
だと思えた。昔を懐かしむだけではなく、
前進する背中を押してもらえたような気
がしている。　　（84回生　大和田敏子）
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第2回　
働くことを考える学生の会
～プレ就活イベント～案内

～真にやりがいのある仕事を見つけよう～
　これから就職活動を迎える学生の皆さ
んが「働くこと」について考えを深めら
れるように、昨年に引き続き本イベント
を開催します。人生の真のやりがいとは
何かを思索するヒントになれば幸いです。
様々な職種の先輩によるパネルディス
カッションや質問・意見交換コーナーな
どを設ける予定です。学生の方にとって
社会で活躍する先輩の話を直接聞くこと
ができる絶好の機会ですので、奮ってご
参加ください。
日時：11月27日（日）13：00～16：30
場所：剛堂会館
　　　（千代田区紀尾井町3-27）

（開催幹事：89回生　金子哲哉、91回生
　藤森裕司、117回生　清水創）

　昨年から７月の幹事会は土曜午後開催
となりました。せっかく休日に出席いた
だくので、コミュニケーションの機会と
して、議事終了後の１時間をお楽しみ懇
親会としてワーキンググループで企画し
ました。講演などは勉強会もあることか
ら、それ以外で幹事会出席者が楽しめる
趣向として、コミュニケーション拡大に
繋がるものを考えました。第一回は真澄
を試飲しながらコミュニケーションする
企画です。当日は海外イベントあり、真
澄蔵元一族はご参加いただけませんでし
たが、108回生の久納多恵さんが説明役
で参加。真澄の三種類の銘酒を味わいな
がらの自己紹介は例年以上に盛り上がり
ました（久納さんは、急遽、学年幹事に
就任し、全学年幹事選出となりました）。
来年以降も、同窓生音楽家演奏会、芸術
家などの作品鑑賞などいろんな趣向を凝
らしたいと考えています。ご希望、出演
の自薦他薦もお待ちしております。
　　　　　　　　　　　（82回　北原譲）

学年幹事会後のお楽しみ懇親会新卒歓迎・学生交流会報告

　5月29日（日）にアルカディア市ヶ谷
にて、35名が参加して2016年度新卒歓
迎・学生交流会を行いました。
　学生が主体となって運営する初めての
会でしたので、手探りの状態ではありま
したが20名近くもの新卒生に集まって
いただくことができました。会では昼食
を食べながら現役大学生や就活したばか
りの先輩（114回林、115回平林、117回
清水、118回帶川）のスピーチに耳を傾
けました。歳の近い先輩の話を聞けるよ
うになったことで、新卒生に同窓会を身
近に感じてもらえたのではないかと思い
ます。今年から始まった学生主体の新卒
歓迎交流会は119回、120回と引き継い
でいくことになります。このようなイベ
ントを通して若い世代の風を東京清陵会
にもたらせたらと思います。
　　　　　　　　（118回生　帶川恵輔）
　背伸びをすること。清陵生らしさはそ
こにあると思います。今丁度、大学に物
足りなさを感じて清陵生に会いたくなる

時期だと思います。そんな時だからこそ
背伸びをして下さい。
　沢山の大人と知り合って、会話できる
ようになって下さい。その為に1人で飲
みに行きましょう。カウンターに座りま
しょう。1度体験して頂ければ私の言わ
んとすることが伝わることでしょう。清
陵生らしい生意気な大学生になって下さ
い。　　（スピ－カ－：115回生　平林怜）
　大学に入学して2ヶ月が経ち、この新
卒歓迎会に参加させていただきました。
関東に出ている119回生、幅広い代の
OBの方々と交流できたことはとても良
い刺激をもらえたと思っています。特に、
OBの方々からいただいた言葉は、OB
の方々の経験したこと、大学への考え方、
これから経験していくべきことなど、自
分を含め119回生全員聞き入っていまし
た。清陵OBの方々とつながりができた
ことはとても良いことなので来年は自分
たちが努めていきたいと思っています。
　　　　　　　　（119回生　平林蒼音）

第1回　東京清陵会女子会報告

　７月９日土曜日。東京清陵会で新生女
子部を立ち上げるにあたり、初めての「女
子会」を開催いたしました。今回は、初
顔合わせの意味も含め「オンナだけの大
茶会」。実施は、仕事だけでなく、子育
てや、家族との生活など女性特有の事情
から解放されやすい土曜日の午後。場所
は女子っぽく、南青山、外苑前の交差点
近くのレストランにて。
　「おしゃべり中心」ということで、スイー
ツや軽食とソフトドリンクで、とことん

語ろうという会にしました。
　参加者の方々は、各学年同期のお友達
を誘って参加してくださったのですが、
同期だけでなく学年を超えた交流が図か
れたと思います。これから、参加してい
ただいた女子会メンバーを中心に「自分
たちの望む形」の女子部を創生していこ
うという意志を参加者の皆様と確認いた
しました。ぜひ、今後の女子部へのご参
加をお願いいたします。  
　　　　　　　　（88回生　佐藤美智子）
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58回	 赤羽　正臣
58回	 有賀　四郎
58回	 石城　浩吉
58回	 伊藤　彰彦
58回	 伊藤　博敏
58回	 内山　善一
58回	 大西　暲三
58回	 小野　寿勇
58回	 上條　衞
58回	 小泉　力
58回	 小平　伯満
58回	 小平　克
58回	 小林　哲
58回	 小松　英夫
58回	 五味　英明
58回	 五味　英毅
58回	 田中　得一
58回	 茅野　充男
58回	 寺島　亮三
58回	 中澤　正衛
58回	 鈴木　由美子
58回	 濱　　實
58回	 齋藤　寛
58回	 林　良一
58回	 堀田　裕人
58回	 眞下　テル
58回	 宮坂　栄治
58回	 宮坂　健二
58回	 宮坂　長秀
58回	 宮澤　立郎
58回	 守田　恒
58回	 両角　亮一
58回	 吉田　嵩
59回	 金子　道子
59回	 伊藤　忠三
59回	 小川　勝嗣
59回	 小川　邦夫
59回	 加賀美　久高
59回	 河西　敏行
59回	 加藤　光健
59回	 金子　政喜
59回	 桑原　敏次
59回	 小林　邦明
59回	 小松　巌
59回	 小松　守
59回	 五味　隆
59回	 清水　真幸
59回	 白倉　徹哉
59回	 高橋　靖夫
59回	 武居　英次
59回	 田中　虔一
59回	 千野　光久
59回	 土橋　俊夫
59回	 中川　良平
59回	 濱　　實
59回	 津金　勝巳
59回	 藤沢　修三
59回	 堀内　敏宏
59回	 松澤　俊志
59回	 宮川　良一
59回	 宮澤　次郎
59回	 向山　喜一
59回	 森元　功
59回	 矢崎　悦郎
59回	 矢崎　豊国
59回	 矢島　勲
60回	 池場　康友

60回	 今井　將隆
60回	 小川　浩史
60回	 小口　征男
60回	 河西　善実
60回	 金井　浩
60回	 窪田　作栄
60回	 小林　智昭
60回	 小松　寛之
60回	 五味　十四昭
60回	 五味　良二
60回	 古村　哲也
60回	 篠原　健
60回	 紿田　英哉
60回	 髙木　祥勝
60回	 髙砂　智之
60回	 髙橋　尚志
60回	 田口　稔
60回	 永田　郷雄
60回	 中野　誠
60回	 福島　清
60回	 堀内　進
60回	 増沢　豊久
60回	 丸茂　敬昌
60回	 丸山　勝利
60回	 宮澤　政文
60回	 山田　昌之
60回	 山田　吉邦
60回	 弓削　裕和
60回	 横内　仁
61回	 有賀　嘉信
61回	 市川　澄渡
61回	 小澤　興
61回	 川村　昌平
61回	 北原　隆
61回	 藤澤　玄雄
61回	 小泉　和眞起
61回	 飯田　玉樹
61回	 古村　民司
61回	 坂本　勇喜
61回	 篠遠　哲夫
61回	 武井　裕頼
61回	 寺島　健司
61回	 内藤　信明
61回	 中村　功
61回	 中村　隆一
61回	 名取　将
61回	 林　　宏一
61回	 藤森　幹仁
61回	 細田　純一
61回	 堀内　洋治
61回	 松澤　良治
61回	 宮坂　敦文
61回	 山崎　宏三
61回	 山本　裕一
62回	 秋田　英一
62回	 岩波　信夫
62回	 牛山　保美
62回	 小口　倫弘
62回	 小口　普臣
62回	 河西　巳喜雄
62回	 笠原　俊城
62回	 金子　浩之
62回	 小林　公人
62回	 小林　國利
62回	 斎藤　信男
62回	 薩摩林　俊彦
62回	 佐藤　仁宏

62回	 塩澤　瑞人
62回	 滝澤　文教
62回	 竹内　洋平
62回	 長田　宏子
62回	 中谷　範行
62回	 野口　正喜
62回	 藤森　汎
62回	 堀　　浩泰
62回	 松澤　洋充
62回	 三澤　祥地
62回	 宮澤　生行
62回	 両角　晃一
62回	 矢沢　征吾
62回	 矢島　辰一
62回	 山岡　洋二郎
62回	 山本　龍夫
63回	 赤羽根　巌
63回	 荒木　信行
63回	 伊藤　茂久
63回	 伊藤　喜夫
63回	 海野　肇
63回	 大森　庄次
63回	 岡本　隆之
63回	 小口　明秀
63回	 小口　哲二
63回	 尾澤　弘久
63回	 金井　英雄
63回	 鎌倉　了
63回	 河合　信也
63回	 倉本　實
63回	 小池　博人
63回	 小松　廣茂
63回	 五味　正得
63回	 斉藤　亨
63回	 斉藤　紀之
63回	 清水　洋右
63回	 須澤　允晴
63回	 髙木　宣輔
63回	 徳留　淳朔
63回	 中村　詔行
63回	 藤森　宏一
63回	 松野　洋一
63回	 丸山　佳広
63回	 溝口　登
63回	 蜜澤　裕二
63回	 宮坂　尚利
63回	 守屋　憲一
63回	 両角　實
63回	 亘理　美代子
63回	 柳沢　寛
63回	 山田　勝稚
63回	 米山　廸男
64回	 青島　正明
64回	 赤羽　正行
64回	 井澤　正行
64回	 川村　洋二
64回	 垣内　直
64回	 笠原　碩昭
64回	 金原　恵介
64回	 木川　史弘
64回	 小泉　壽弘
64回	 小林　宇夫
64回	 五味　勝
64回	 清水　治弘
64回	 祖父江　宏三
64回	 武井　元昭
64回	 津金　健一

64回	 長島　潔
64回	 新村　恩
64回	 平林　正稔
64回	 藤森　弘
64回	 堀内　龍也
64回	 渡辺　紹司
65回	 池田　昌純
65回	 岩波　武功
65回	 河西　靖浩
65回	 春日　芳夫
65回	 金子　充宏
65回	 小林　功典
65回	 小松　茂春
65回	 進藤　瑞穂
65回	 関　　紀雄
65回	 田久保　昇
65回	 中谷　奉文
65回	 堀内　元雄
65回	 松田　昌憲
65回	 松本　禎之
65回	 宮坂　孝康
66回	 太田　治人
66回	 小口　治
66回	 笠原　昭重
66回	 河合　三彦
66回	 五味　洋
66回	 佐藤　武夫
66回	 徳永　忠次
66回	 長田　敏行
66回	 花岡　忠良
66回	 花岡　尚之
66回	 林　　央
66回	 樋口　宗司
66回	 藤森　元規
66回	 降幡　賢一
66回	 堀川　安久
66回	 松田　洋
66回	 丸茂　雅弘
66回	 生越　万理子
66回	 宮島　忠之
66回	 米窪　修明
67回	 池上　志な子
67回	 落合　勝彦
67回	 笠原　久則
67回	 小平　攻
67回	 五味　巻二
67回	 笹岡　仟治
67回	 武田　英太郎
67回	 竹村　保俊
67回	 竹村　善雄
67回	 土橋　修平
67回	 中山　彦太郎
67回	 林　武昭
67回	 原　美津子
67回	 樋口　善一
67回	 平林　千義
67回	 細川　正行
67回	 丸茂　義典
67回	 守矢　早苗
67回	 山本　金男
67回	 横田　森太郎
68回	 赤羽　清明
68回	 伊藤　光員
68回	 笠原　知幸
68回	 笠原　斉
68回	 木村　信夫
68回	 栗林　秀吉

68回	 小島　一郎
68回	 小林　史宜
68回	 中村　一博
68回	 名取　與平
68回	 林　　道良
68回	 原田　盛夫
68回	 深澤　豊昭
68回	 藤森　照信
68回	 藤森　博彰
68回	 古河　仁
68回	 水沢　一夫
68回	 宮坂　満雄
69回	 一ノ瀬　輝海
69回	 今井　陸裕
69回	 牛山　隆夫
69回	 小野　新正
69回	 川村　美枝子
69回	 木下　健治
69回	 小林　宏
69回	 比田井　昌英
69回	 武村　光男
69回	 玉置　守好
69回	 中村　正治
69回	 花岡　善郎
69回	 浜　　照彦
69回	 林　史章
69回	 比田井　和子
69回	 漆山　敏子
69回	 宮坂　秀一
69回	 宮下　安彦
69回	 宮部　直幸
69回	 矢島　正昭
69回	 栁平　克利
69回	 柳平　三雄
69回	 山田　計夫
69回	 吉川　仁
69回	 渡辺　泰弘
70回	 石田　和夫
70回	 岩垂　進
70回	 小口　隆夫
70回	 垣内　国光
70回	 香山　寛
70回	 唐木　康正
70回	 久保田　功一
70回	 小林　和男
70回	 小林　金好
70回	 清水　英俊
70回	 竹村　善隆
70回	 土橋　務
70回	 中村　典男
70回	 飯島　由美子
70回	 中谷　敬
70回	 橋爪　伸由
70回	 浜　敬三
70回	 柳田　節子
70回	 平山　哲三
70回	 細川　芳雄
70回	 松島　明
70回	 藤森　行雄
71回	 伊藤　洋一
71回	 岩波　正和
71回	 森　さと子
71回	 岩本　達雄
71回	 磯野　康子
71回	 五味　常明
71回	 増澤　博和
71回	 森　史朗

72回	 新井　滋平
72回	 飯澤　文夫
72回	 会田　真菜
72回	 小口　邦雄
72回	 小口　裕治
72回	 笠原　勇二
72回	 清水　吉治
72回	 武居　俊夫
72回	 戸谷　裕造
72回	 野口　俊樹
72回	 古川　明美
72回	 林　　健康
72回	 山田　多美枝
72回	 矢崎　俊二
73回	 浅川　辰司
73回	 林　　俊子
73回	 窪田　敏
73回	 熊谷　靖樹
73回	 小池　隆昭
73回	 小林　正和
73回	 五味　信治
73回	 林　　春幸
73回	 原　　大
73回	 原　　秀男
73回	 三浦　一洋
73回	 両角　誠
73回	 山田　雄一
74回	 瓦井　昭二
74回	 金井　良一
74回	 北原　嘉泰
74回	 土屋　彰男
74回	 中山　夏樹
74回	 松縄　茂
75回	 有賀　一温
75回	 伊東　晴俊
75回	 小平　聡
75回	 浜　　興治
75回	 宮下　和彦
75回	 安木　良術
76回	 五味　篤
76回	 関屋　孝行
76回	 田中　修
76回	 田沼　唯士
76回	 中島　真一
76回	 花岡　博茂
76回	 林　　友則
76回	 原　　正悟
76回	 藤森　政敏
77回	 伊藤　潔
77回	 春日　敏彦
77回	 小林　良人
77回	 西谷　弘美
77回	 薩摩林　恭子
77回	 西村　いづみ
77回	 金子　恵子
77回	 堀田　康之
78回	 小松　一俊
78回	 南保　勝美
78回	 宮坂　彰志
78回	 宮原　佳彦
78回	 両角　明
79回	 青沼　巻弘
79回	 飯田　良
79回	 八嶋　美保
79回	 中村　千代子
79回	 小平　茂雄
79回	 五味　稔典

2015年度会費納入者ご芳名（2015年4月1日〜2016年3月31日までに入金のあった方）（敬称略）

会費ならびに賛助金納入ありがとうございました
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今会計期
（2016年度）
（2016年7月10日現在）

79回	 林　　博志
79回	 三井　夏海
79回	 大平　晋子
80回	 青沼　裕之
80回	 北沢　靖久
80回	 工藤　千秋
80回	 畑　　理子
80回	 花岡　友子
80回	 畑　　博明
80回	 米澤　あ子
80回	 藤森　正樹
80回	 宮坂　宜男
81回	 山本　留美
81回	 濱　　知由利
81回	 加藤　博之
81回	 河合　俊明

81回	 矢崎　理恵
81回	 小平　均
81回	 五味　正信
81回	 中野　則雄
81回	 三枝　貴
81回	 矢崎　公二
81回	 松原　雅子
82回	 青木　基浩
82回	 今井　俊雄
82回	 小野　隆吾
82回	 北原　譲
82回	 佐野　研二
82回	 篠原　誠一
82回	 竹内　雅彦
82回	 渡辺　理恵
82回	 那須野　秀二

82回	 村松　俊樹
82回	 渡辺　真一
83回	 内川　昇
83回	 小松　裕
83回	 岡本　徹
83回	 中村　美穂
83回	 原　　孝彦
83回	 永島　正己
83回	 藤森　千秋
83回	 松崎　任宏
83回	 森　　政宏
83回	 矢頭　峰夫
84回	 赤羽　俊昭
84回	 飯田　秀機
84回	 小口　高
84回	 小海　健治

84回	 島崎　義都
84回	 清水　信次
84回	 野村　典亨
84回	 羽田　憲彦
85回	 臼井　利公
85回	 片岡　由美
85回	 竹村　政哉
86回	 猪股　顕文
86回	 武田　正利
86回	 野明　浩史
88回	 須藤　美香里
88回	 藤森　裕基
88回	 増澤　浩一
88回	 藤原　亜弓
89回	 金子　哲哉
89回	 佐藤　吉英

89回	 城取　重行
89回	 両角　はるか
90回	 荒井　要
91回	 北澤　久美
92回	 髙原　由紀子
92回	 仲田　優
92回	 西村　和訓
92回	 溝口　浩司
93回	 柳澤　寿男
96回	 熊谷　和則
96回	 浜　　真由美
97回	 川﨑　剛
98回	 矢沢　恵一
99回	 荒木　健太郎
99回	 藤本　雅子
99回	 川村　大輔

109回	 山川　祐矢

60回	 小口　一老
60回	 田口　稔
73回	 和泉　桂子
76回	 五味　篤
77回	 田添　珠実
88回	 赤池　一馬

38回	 北原　文雄
43回	 小松　荘亮
44回	 五味　誠
45回	 林　　四郎
46回	 小泉　和明
46回	 武井　清六
46回	 増澤　喜美夫
47回	 平出　香
48回	 小林　賢吉
48回	 鈴木　敞
48回	 宮坂　勝郎
49回	 牛山　精一
49回	 小池　光麿
49回	 中村　登紀夫
49回	 松木　庄師
50回	 小坂　幸三
50回	 五味　隆俊
50回	 鈴木　孝
50回	 寺島　敏郎
50回	 野口　健児
51回	 岩波　裕治
51回	 小松　袈伴
51回	 橋渡　勇
51回	 林　　伸之
51回	 林　　将雄
51回	 横川　端
52回	 篠原　剛
52回	 友野　弘
52回	 名取　史朗
52回	 林　　尚孝
52回	 藤森　昇
52回	 宮坂　貞
56回	 荻原　能男
56回	 小泉　幸雄
56回	 下平　勝幸
56回	 神宮字　剛
56回	 永坂　一郎
56回	 中澤　金司
56回	 松見　佳樹
56回	 渡部　清
57回	 池田　賜恩
57回	 今井　恒夫
57回	 五味　乙
57回	 篠原　康夫
57回	 武田　進吾
57回	 竹田　守男
57回	 手塚　秀吾
57回	 花岡　睦男
57回	 樋口　祐三

57回	 和田　昭通
58回	 赤羽　正臣
58回	 石城　浩吉
58回	 大西　暲三
58回	 小野　寿勇
58回	 上條　衞
58回	 小泉　力
58回	 小平　伯満
58回	 小平　克
58回	 小松　英夫
58回	 田中　得一
58回	 寺島　亮三
58回	 鈴木　由美子
58回	 齋藤　寛
58回	 眞下　テル
58回	 宮坂　健二
58回	 宮坂　長秀
58回	 守田　恒
58回	 吉田　嵩
59回	 小川　勝嗣
59回	 小川　邦夫
59回	 加藤　光健
59回	 金子　政喜
59回	 五味　隆
59回	 濱　　實
59回	 堀内　敏宏
59回	 松澤　俊志
59回	 向山　喜一
59回	 矢崎　豊国
60回	 池場　康友
60回	 小川　浩史
60回	 河西　善実
60回	 窪田　作栄
60回	 五味　良二
60回	 古村　哲也
60回	 紿田　英哉
60回	 髙木　祥勝
60回	 髙砂　智之
60回	 髙橋　尚志
60回	 永田　郷雄
60回	 増沢　豊久
60回	 丸山　勝利
60回	 宮澤  　政文
60回	 横内　仁
61回	 小澤　興
61回	 川村　昌平
61回	 飯田　玉樹
61回	 坂本　勇喜
61回	 中村　隆一

61回	 林　　宏一
61回	 細田　純一
61回	 堀内　洋治
61回	 山崎　宏三
62回	 牛山　保美
62回	 河西　巳喜雄
62回	 笠原　俊城
62回	 金子　浩之
62回	 小林　國利
62回	 滝澤　文教
62回	 竹内　洋平
62回	 長田　宏子
62回	 中谷　範行
62回	 野口　正喜
62回	 藤森　汎
62回	 堀　　浩泰
62回	 三澤　祥地
62回	 宮澤　生行
62回	 矢沢　征吾
63回	 赤羽根　巌
63回	 伊藤　茂久
63回	 伊藤　喜夫
63回	 尾澤　弘久
63回	 金井　英雄
63回	 鎌倉　了
63回	 河合　信也
63回	 小池　博人
63回	 清水　洋右
63回	 徳留　淳朔
63回	 中村　詔行
63回	 藤森　宏一
63回	 松野　洋一
63回	 丸山　佳広
63回	 溝口　登
63回	 守屋　憲一
63回	 両角　實
63回	 亘理　美代子
63回	 米山　廸男
64回	 井澤　正行
64回	 川村　洋二
64回	 垣内　直
64回	 木川　史弘
64回	 小林　宇夫
64回	 五味　勝
64回	 清水　治弘
64回	 祖父江　宏三
64回	 長島　潔
64回	 新村　恩
64回	 藤森　弘

64回	 堀内　龍也
64回	 横内　敏幸
64回	 渡辺　紹司
65回	 池田　昌純
65回	 河西　靖浩
65回	 春日　芳夫
65回	 金子　充宏
65回	 関　　紀雄
65回	 堀内　元雄
65回	 松本　禎之
66回	 小口　治
66回	 河合　三彦
66回	 佐藤　武夫
66回	 長田　敏行
66回	 林　　央
66回	 松田　洋
66回	 宮島　忠之
67回	 落合　勝彦
67回	 竹村　保俊
67回	 土橋　修平
67回	 林　　武昭
67回	 丸茂　義典
67回	 守矢　早苗
67回	 横田　森太郎
68回	 笠原　知幸
68回	 木村　信夫
68回	 小島　一郎
68回	 小林　史宜
68回	 中村　一博
68回	 名取　與平
68回	 深澤　豊昭
68回	 藤森　照信
68回	 藤森　博彰
68回	 古河　仁
68回	 宮坂　満雄
69回	 小野　新正
69回	 川村　美枝子
69回	 武村　光男
69回	 林　　史章
69回	 漆山　敏子
69回	 矢島　正昭
69回	 柳平　三雄
69回	 吉川　仁
69回	 渡辺　泰弘
70回	 小口　隆夫
70回	 垣内　国光
70回	 久保田　功一
70回	 小林　和男
70回	 竹村　善隆

70回	 土橋　務
70回	 浜　　敬三
70回	 細川　芳雄
70回	 松島　明
70回	 藤森　行雄
71回	 伊藤　洋一
71回	 岩本　達雄
71回	 磯野　康子
71回	 増澤　博和
72回	 野口　俊樹
72回	 林　健康
72回	 矢崎　俊二
73回	 浅川　辰司
73回	 窪田　敏
73回	 熊谷　靖樹
73回	 小林　正和
73回	 原　　大
73回	 原　秀男
73回	 三浦　一洋
74回	 金井　良一
74回	 松縄　茂
76回	 関屋　孝行
76回	 林　友則
77回	 伊藤　潔
77回	 春日　敏彦
77回	 小林　良人
77回	 西谷　弘美
77回	 西村　いづみ
77回	 金子　恵子
77回	 堀田　康之
78回	 南保　勝美
78回	 宮原　佳彦
78回	 両角　明
79回	 青沼　巻弘
79回	 小平　茂雄
79回	 大平　晋子
80回	 宮坂　宜男
81回	 山本　留美
81回	 濱　　知由利
81回	 河合　俊明
81回	 小平　均
81回	 五味　正信
82回	 小野　隆吾
82回	 北原　譲
82回	 村松　俊樹
83回	 岡本　徹
83回	 藤森　千秋
83回	 松崎　任宏
83回	 矢頭　峰夫

84回	 赤羽　俊昭
84回	 小口　高
84回	 小海　健治
84回	 羽田　憲彦
88回	 藤森　裕基
89回	 金子　哲哉
89回	 佐藤　吉英
89回	 両角　はるか
90回	 荒井　要
92回	 髙原　由紀子
92回	 仲田　優
93回	 柳澤　寿男
98回	 矢沢　恵一
99回	 川村　大輔
109回	 山川　祐矢

納入いただいた賛助金
内訳
	100,000円	 1人
	52,000円	 1人
	30,000円	 2人
	28,000円	 1人
	20,000円	 2人
	18,000円	 2人
	14,785円	 1人
	10,000円	 16人
	 9,000円	 1人
	 8,000円	 28人
	 7,000円	 2人
	 6,000円	 4人
	 5,000円	 15人
	 4,000円	 9人
	 3,000円	 85人
	 2,000円	 59人
	 1,000円	 31人

52回	 笠原  哲次
57回	 横田  健次
73回	 和泉  桂子
77回	 田添  珠美
 
	納入いただいた賛助金
内訳
	10,000円	 1人
	 3,000円	 2人
	 2,000円	 1人

2015年度賛助金納入者ご芳名（2015年4月1日〜2016年3月31日までに入金のあった方）（敬称略）

今会計期
（2016年度）
（2016年7月10日現在）

※納入いただいた賛助金について、個人別金額記載を取り止め金額別内訳としました。ご了承ください。
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注 １）	 現員：東京清陵会に登録されている会員で、現在住所が把握できている方
　 ２）	 不明：東京清陵会に登録されている会員で、現在住所が不明な方
　 ３）	 会費：前会計期（2015.4～2016.3）会費あるいは賛助金納入者の人数（前納者含む）
　　　会費免除会員（2015年度時点で80歳以上と25歳以下）の人数　941名
　 ４）	 会費納入者数　534名と前年度期納入者数の差は前納者、その他による

回生 現員 不明 計 会費
～ 34 1 23 24 0
35 4 2 6 
36 1 5 6 
37 2 3 5 
38 4 3 7 1
39 8 3 11 
40 4 4 8 
41 9 6 15 
42 14 5 19 
43 18 3 21 1
44 19 8 27 1
45 19 5 24 1
46 26 11 37 3
47 26 6 32 1
48 48 6 54 3
49 57 6 63 4
50 57 14 71 5
51 72 19 91 6

52・55 102 9 111 6
56 92 7 99 8
57 94 11 105 10

回生 現員 不明 計 会費
58 79 9 88 33
59 89 10 99 33
60 93 19 112 30
61 79 13 92 25
62 96 7 103 29
63 90 13 103 36
64 76 14 90 22
65 78 12 90 15
66 72 22 94 20
67 89 19 108 20
68 70 25 95 18
69 100 18 118 25
70 87 25 112 22
71 72 27 99 8
72 55 16 71 14
73 78 15 93 13
74 68 25 93 6
75 54 20 74 6
76 58 21 79 9
77 61 18 79 8
78 67 33 100 5

回生 現員 不明 計 会費
79 67 13 80 9
80 76 6 82 9
81 72 14 86 11
82 51 23 74 11
83 70 34 104 10
84 50 26 76 8
85 49 42 91 3
86 45 36 81 3
87 35 29 64 0
88 29 47 76 4
89 43 51 94 4
90 40 29 69 1
91 23 39 62 1
92 24 45 69 4
93 17 31 48 1
94 22 21 43 0
95 13 30 43 0
96 18 34 52 2
97 13 23 36 1
98 7 31 38 1
99 6 12 18 3

回生 現員 不明 計 会費
100 7 18 25 0
101 2 12 14 0
102 1 5 6 0
103 2 5 7 0
104 1 1 2 0
105 1 1 0
106 3 5 8 0
107 1 1 0
108 1 12 13 0
109 3 9 12 1
110 2 13 15 0
111 2 4 6 
112 2 1 3 
113 11 3 14 
114 7 7 
115 8 1 9 
116 16 16 
117 7 7 
118 20 5 25 
119 18 18 
合計 3,173 1,250 4,423 534

別表1  年次別会員数と2015年度期会費納入状況（2016年6月30日現在）

別表 3  会員数と次期繰越金の推移

年 会員数（名） 不明者数（名） 次期繰越金（円）
2002 3,768 672 8,951,881 
2003 3,630 767 7,281,132 
2004 3,528 794 6,192,586 
2005 3,410 894 8,217,342 
2006 3,300 928 8,385,652 
2007 4,000 698 8,627,401 
2008 3,849 818 9,108,456 
2009 3,822 813 9,075,532 
2010 3,628 968 8,543,349 
2011 3,595 960 8,677,237 
2012 3,421 1,089 8,165,247 
2013 3,363 1,123 7,491,435 
2014 3,207 1,235 7,201,555
2015 3,173 1,250 7,421,095 

 注  1） 次期繰越金は各年度の3月末現在
　　2） 会員数、不明者数は翌年度の5～7月現在	
　　　  2015年度は2016年6月末現在

2016年度収支予算（案）自2016年4月1日〜至2017年3月31日（単位：円）

	  
科目 金額

　総会費用
　会議費
　諸会費
　印刷・通信費
　事務雑費
　会報費
　清陵勉強会
　HP 運営費
　予備費

1,800,000
300,000
100,000
840,000

5,000
760,000
60,000

350,000
30,000

　小計 4,245,000
　次期繰越 7,427,291
　合計 11,672,291

支出の部

（注）2016年度予算の収支差額は
　　6,200円の剰余金となります。

	  
科目 金額

　総会会費
　会員年会費
　賛助金会費
　寄付金
　広告料
　受取利息

1,800,000
1,100,000
1,300,000

50,000
100,000

1,200
　小計 4,251,200
　前期繰越 7,421,091
　合計 11,672,291

収入の部

別表 2  年度別会費等納入額および納入者数

平成17～19年度期納入額総計	 （2005.4～2008.3）	 6,436,785円	 1,167名
平成20～22年度期納入額総計	 （2008.4～2011.3）	 4,406,000円	 812名
平成23～25年度期納入額総計	 （2011.4～2014.3）	 3,503,760円	 637名
平成26年度期納入額総計	 （2014.4～2015.3）	 2,072,000円	 575名
前年度（平成27年度）期納入額総計	（2015.4～2016.3）	 2,208,785円	 530名
注）　平成17～19年度期以降の納入額には賛助金も含め会費等として処理している。

寄付金：本部 40,000　学校： 10,000　

収支計算書（案）自2015年4月1日〜至2016年3月31日　（単位：円）

	  

科目 予算額 決算額 差異
（予算の方が）

　1　会費
　（1）会員年会費（470名）
　（2）総会会費（209＋34名）
　（3）賛助金会費（257名）

3,960,000
1,200,000
1,760,000
1,000,000

3,958,785
950,000

1,750,000
1,258,785

1,215
250,000
10,000

△ 258,785
　2　諸収入
　（1）寄付金
　（2）預金利子
　（3）その他

151,200
50,000
1,200

100,000

151,231
50,000
1,231

100,000

△ 31
0

△ 31
0

　当期収入合計（A） 4,111,200 4,110,061 1,184
　前期繰越 7,201,555 7,201,555 0
　収入合計（B） 11,312,755 11,311,571 1,184

収入の部

支出の部	  
科目 予算額 決算額 差異  

　1　経費
　（1）総会費用
　（2）会議費
　（3）諸会費
　（4）印刷・通信費
　（5）事務雑費
　（6）会報費
　（7）清陵勉強会
　（8）HP運営費
　（9）臨時会報費
   （10）支払広告費
   （11）予備費

1,550,000
200,000
70,000

780,000
5,000

845,000
60,000

150,000
400,000

0
50,000

1,777,157
247,041
83,000

835,358
2,204

765,720
60,000
20,000

0
100,000

0

△ 227,157
△ 47,041
△ 13,000
△ 55,358

2,796
79,280

0
130,000
400,000

△ 100,000
50,000

　当期支出合計　（C） 4,110,000 3,890,480 219,520
　当期収支差額　（A）−（C） 1,200 219,536 △ 218,336
　次期繰越　　　（B）−（C） 7,202,755 7,421,095 △ 218,336

東京清陵会の現況　データから見た現勢(2016年6月30日現在)。①東京清陵会会員の定義：首都圏（東京、神奈川、千葉、埼玉、群馬、栃木）在住の同
窓生（ただし,退会申出者を除く）及び首都圏を離れたが会費を納入している同窓生。②会員総：3,173名（住所不明者1,250名を除く）。内訳は、東京1,471
名、神奈川645名、千葉398名、埼玉389名、茨城67名、群馬23名、栃木25名、その他155名。③会費納入状況：納入者数、会費470名、賛助金257名、計
534名。・年次別会員数及び会費納入者数（別表１）。・年度別納入額及び納入者数（別表２）。
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会員の交流・親睦を兼ねてゴルフコンペを下記の要項で開催します。
同期生などお誘い合わせのうえ、奮ってご参加ください。
●日時：10月15日（土）　8時30分集合　9時スタート
●場所：紫カントリークラブ  あやめ36  西コース
（常磐自動車道・柏I.Cから、約20分。つくばエクスプレス・流山おおたかの森駅
で東武野田線に乗り換え、東武野田線「野田市駅」下車。タクシーで約10分。）
●プレー代：約19,000円（食事付）　会費：5,000円
　�参加希望の方は、☎03-3518-2385 スタジオパラム＝清水（84回生）まで。
　FAXの場合は、住所・氏名・卒業回・連絡先を明記の上、お申し込みください      
  （FAX：03-3518-2386）。
●幹事＝藤森宏一（63回生）、小海健治（84回生）

第26回ゴルフコンペのご案内
「東京清陵会」
ゴルフ同好会

今年4月19日に行われた第25回ゴルフコンペ。
16名が参加、優勝は宮坂尚利さん（63回生）、準
優勝大田弘道さん（56回生）。

東京清陵会役員（案）（任期　２０１６年１１月～２０１８年１０月）

会長	 平林　千義	 （67回生）※
副会長	 長田　 宏子	 （62回生）	
副会長	 守矢　早苗	 （67回生）	
副会長	 原　　大	 （73回生）※

会計幹事	 小海　健治	 （84回生）※
監査幹事	 今井　恒夫	 （57回生）	
監査幹事	 有賀　朝彦	 （63回生）※

事務局長	 北原　譲	 （82回生）※
事務局次長	 小林　國利	 （62回生）	
事務局次長	 関屋　孝行	 （76回生）	
事務局次長	 矢崎　理恵	 （81回生）※
事務局次長	 岡本　徹	 （83回生）※
事務局次長	 赤羽　俊昭	 （84回生）	
事務局次長	 清水　信次	 （84回生）※
事務局次長	 佐藤　美智子	 （88回生）※
事務局次長	 荒木　健太郎	 （99回生）※

顧問	 寺島　敏郎	 （50回生）	
顧問	 林　　尚孝	 （52・55回生）	
顧問	 小川　勝嗣	 （59回生）	
顧問	 藤森　宏一	 （63回生）※
顧問	 生越　万理子	 （66回生）	

常任幹事	 鈴木　敞	 （48回生）	
常任幹事	 野口　健児	 （50回生）	
常任幹事	 増澤　照久	 （51回生）	
常任幹事	 寺島　亮三	 （58回生）	
常任幹事	 米山　廸男	 （63回生）	
常任幹事	 金子　充宏	 （65回生）※
常任幹事	 春山　明哲	 （68回生）	
常任幹事	 林　　健康	 （72回生）※
常任幹事	 有賀　一温	 （75回生）	
常任幹事	 後調　正則	 （76回生）※
常任幹事	 石埜　穂高	 （78回生）	
常任幹事	 米澤　あ子	 （80回生）	
常任幹事	 田中　達也	 （81回生）	
常任幹事	 森　　政宏	 （83回生）※	
常任幹事	 細田　明	 （86回生）	
常任幹事	 金子　哲哉	 （89回生） ※
常任幹事	 藤森　裕司	 （91回生）	
常任幹事	 高林　祐介	 （103回生） 
常任幹事	 勝　　美穂	 （110回生）※

幹事	 黒河内　三郎	 （42回生）	
幹事	 深澤　真人	 （43回生）	
幹事	 小泉　和明	 （46回生）	
幹事	 増澤　喜美夫	 （46回生）	
幹事	 宮坂　正昭	 （47回生）	
幹事	 宮坂　勝郎	 （48回生）	

幹事	 上原　秀秋	 （49回生）	
幹事	 松木　庄師	 （49回生）
幹事	 小松　良樹	 （51回生）
幹事	 笠原　哲次	 （52・55回生）
幹事	 上條　菅雄	 （52・55回生）
幹事	 土田　博敏	 （56回生）
幹事	 五味　英明	 （58回生）
幹事	 矢崎　悦郎	 （59回生）
幹事	 篠原　健	 （60回生）
幹事	 宮澤　政文	 （60回生）
幹事	 早川　次彦	 （61回生）
幹事	 中谷　範行	 （62回生）
幹事	 藤森　汎	 （62回生）
幹事	 松野　洋一	 （63回生）
幹事	 垣内　直	 （64回生）
幹事	 祖父江　宏三	 （64回生）
幹事	 古村　浩三	 （65回生）
幹事	 林　　央	 （66回生）
幹事	 小平　攻	 （67回生）
幹事	 小林　盛男	 （68回生）
幹事	 比田井　昌英	 （69回生）
幹事	 一瀬　益夫	 （70回生）
幹事	 久保田　功一	 （70回生）
幹事	 北澤　一保	 （71回生）
幹事	 市村　敏夫	 （72回生）
幹事	 林　　俊子	 （73回生）
幹事	 両角　誠	 （73回生）
幹事	 北原　嘉泰	 （74回生）
幹事	 伊藤　せい子	 （75回生）
幹事	 平出　敏	 （75回生）
幹事	 金子　次男	 （76回生）
幹事	 宮坂　英二	 （77回生）
幹事	 東城　清秀	 （78回生）
幹事	 宮原　佳彦	 （78回生）
幹事	 原田　健	 （79回生）
幹事	 丸山　重久	 （79回生）
幹事	 藤森　正樹	 （80回生）
幹事	 脇坂　守一	 （80回生）
幹事	 五味　正信	 （81回生）
幹事	 安川　昌昭	 （81回生）
幹事	 篠原　誠一	 （82回生）
幹事	 竹内　雅彦	 （82回生）
幹事	 山田　実	 （82回生）
幹事	 小松　裕	 （83回生）
幹事	 飯田　秀機	 （84回生）
幹事	 大和田　敏子	 （84回生）※
幹事	 矢崎　治孝	 （84回生）	
幹事	 一ノ瀬　俊明	 （85回生）	
幹事	 両角　英幸	 （85回生）	
幹事	 加藤　正治	 （86回生）	
幹事	 波賀　かおり	 （86回生）	

幹事	 武田　正利	 （86回生）	
幹事	 蟹澤　啓明	 （87回生）	
幹事	 須藤　美香里	 （88回生）※
幹事	 藤森　裕基	 （88回生）	
幹事	 両角　はるか	 （89回生）※
幹事	 藤江　美智	 （90回生）	
幹事	 古村　雅利	 （90回生）※
幹事	 太田　美和	 （91回生）※
幹事	 小口　一貴	 （92回生）	
幹事	 仲田　優	 （92回生）	
幹事	 溝口　浩司	 （92回生）	
幹事	 松本　悦明	 （93回生）	
幹事	 原　　豊	 （94回生）
幹事	 宮下　正臣	 （94回生）	
幹事	 宮坂　直木	 （95回生）	
幹事	 田中　聡久	 （96回生）	
幹事	 丸山　伸也	 （97回生）	
幹事	 森　　英一	 （98回生）	
幹事	 小口　博正	 （100回生）	
幹事	 岡　　真也	 （101回生）	
幹事	 福島　洋一	 （102回生）※
幹事	 三宅　大作	 （104回生）	
幹事	 福島　理雄	 （105回生）※
幹事	 小池　伸	 （106回生）
幹事	 間宮　薫	 （107回生）
幹事	 久納　多恵	 （108回生）※	
幹事	 山川　裕矢	 （109回生）	
幹事	 小口　七海	 （109回生）	
幹事	 小林　雄一	 （109回生）	
幹事	 柳澤　広識	 （110回生）	
幹事	 山田　ちえ	 （110回生）※	
幹事	 中村　太軌	 （111回生）	
幹事	 田中　正明	 （112回生）※
幹事	 北原　智啓	 （113回生）	
幹事	 林　　毅	 （114回生）※
幹事	 平林　怜	 （115回生）	
幹事	 石城　陽太	 （116回生）	
幹事	 太田　恵輔	 （116回生）	
幹事	 笠原　千鶴	 （116回生）	
幹事	 清水　創	 （117回生）	
幹事	 帶川　恵輔	 （118回生）
幹事	 五味　梨香	 （118回生）※
幹事	 茅野　理子	 （118回生）※
幹事	 小野　俊	 （119回生）※
幹事	 土屋　優結	 （119回生）※
幹事	 寺島　菜穂	 （119回生）※
幹事	 平林　蒼音	 （119回生）※
幹事	 由井　恭介	 （119回生）※
※新任　（2016年10月総会以降就任）	
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2015
4・8	 当番学年（82回生）第4回編集会

議／進行会議（本郷事務局）
4・11	 第1回事務局会議（本郷事務局）
4・22	 南信同窓連第 51 回ゴルフ会（中

山ＣＣ）8校21名
4・23	 第 23 回東京清陵会ゴルフコンペ
（紫ＣＣあやめ36）参加者19名

4・28	 第 151 回清陵勉強会（剛堂会館）
講師　佐野研ニ（82回生）、村松俊樹（82
回生）		

5・10	 大学生・新卒者交歓会（アルカディ
ア市ヶ谷）参加者34名

5・16	 南信同窓連総会・懇親会（ホテル
メトロポリタンエドモント）

5・20	 当番学年（82回生）第5回編集会
議／進行会議（本郷事務局）

5・27		  第12回寒水会（伊藤長七研究会）
5・30	 清陵本部幹事会（清陵会館）
6・10	 当番学年（82回生）第6回編集会

議／進行会議（本郷事務局）
6・21	 常任幹事会（アルカディア市ヶ谷）

出席者27名
6・23	 第 152 回清陵勉強会（剛堂会館）

講師　白川浩司（64回生）	
6・27	 清陵本部同窓会総会・懇親会（紅や）
7・1	 第13回寒水会（伊藤長七研究会）
7・4	 東京同窓連総会・50周年記念式典
（アルカディア市ヶ谷）

7・8	 当番学年（82回生）第7回編集会
議／進行会議（本郷事務局）

7・18	 学年幹事会（アルカディア市ヶ谷）
出席者50名

7・29	 第14回寒水会（伊藤長七研究会）
8・5	 当番学年（82回生）第8回編集会

議／進行会議（アルカディア市ヶ谷）
8・11	 会報「東京清陵会だより」26号発

行　発送部数（3,212部）
8・25	 第 153 回清陵勉強会（剛堂会館）

講師　五味篤（76回生）
8・27	 第15回寒水会（伊藤長七研究会）
9・2	 当番学年（82回生）第9回編集会

議／進行会議（本郷事務局）
9・16	 当番学年（82 回生）第 10 回編集

会議／進行会議（本郷事務局）
9・30	 当番学年（82 回生）第 11 回編集

会議／進行会議（本郷事務局）
10・4	 第49回東京清陵会総会・懇親会（ア

ルカディア市ヶ谷）参加者275名
10・18〜19　南信同窓連親睦旅行（房総・

横須賀）
10・24	本部創立120周年記念式典・祝賀

会及び記念講演
10・27	第 154 回清陵勉強会（剛堂会館）

講師　小口高（84回生）
10・29	第 24 回東京清陵会ゴルフコンペ
（紫ＣＣあやめ36）参加者19名

11・8	 第16回寒水会（伊藤長七研究会）
11・10	南信同窓連第 52 回ゴルフ会（中

山ＣＣ）
11・14	物故会員慰霊法要（地蔵寺）及び

清陵本部常任幹事会
11・21	第2回事務局会議（本郷事務局）
11・29	第1回働くことを考える学生の会
（アルカディア市ヶ谷）参加者35名

12・4	 南信同窓連忘年会（東京オペラシ
ティ東天紅）

12・8	 第155回清陵勉強会（松濤サロン）
講師　後調正則（76回生）

12・23	第17回寒水会（伊藤長七研究会）

東京清陵会2015年度会務報告

8	 �ミドル交流会の開催（2017年３月５
日・アルカディア市ヶ谷）

9	 女子の会の開催（7月9日・青山）
10	 �清陵勉強会
	 （原則偶数月の第4火曜日・剛堂会館）
11	 �会員増強策の検討、実行	
12	 東京清陵会ホームページの管理
13	 懇親ゴルフ会の開催
14	 �寒水会（伊藤長七研究会、小石川高

校同窓会紫友会との共催）への参加
15	 �本部同窓会、南信同窓連、東京同窓

連行事への参加
16	 その他必要とする事業

東京清陵会2016年度事業計画
1	 �第50回総会・懇親会の開催
	 （10月2日・アルカディア市ヶ谷）
2	 �会報「東京清陵会だより」27号の
	 発行（８月初〜中旬）
3	 �常任幹事会、学年幹事会の開催
	 （6月、7月・剛堂会館）
4	 �当番学年（83回生）編集会議／
	 進行会議（随時・本郷事務局）
5	 �事務局会議
	 （定例、臨時・本郷事務局）	
6	 �新卒者・学生交流会の開催
	 （5月29日・アルカディア市ヶ谷）
7	 �働くことを考える学生の会（プレ就活）

開催（11月27日・剛堂会館）

　氏　名	 年次	 逝去年月日
藤森　千史	 38回	 2015/
矢ヶ﨑　孝雄	 38回	 2015/10/
宮坂　伊兵衛	 40回	 2015/5/3
小口　良治	 41回	 2014/12/18
坂本　芳文	 43回	 2014/12/17
小口　三郎	 44回	 2015/3/3
仁科　光雄	 44回	 2015/8/22
矢崎　昌男	 44回	 2011/9/11
林　　武志	 47回	 2014/5/4
原　　尚道	 47回	 2015/6/21
小池　昭彦	 48回	 2015/11/2
飯田　昭平	 49回	 2015/4/5
今井　裕雄	 49回	 2015/7/10
田中　義郎	 49回	 2016/3/16
細田　与一	 49回	 2015/12/28
増澤　國泰	 49回	 2015/11/21
宮下　幾蔵	 49回	 2015/11/16
繁宮　治夫	 50回	 2016/4/30
荻上　泰男	 52回	 2015/7/10
矢崎　光保	 52回	 2015/8/18
矢島　汎	 52回	 2014/12/13
小林　康平	 56回	 2013/10/20
増澤　修	 56回	 2014/7/13
伊藤　廣美	 57回	 2016/7/7
山崎　元一	 57回	 2015/1/
竹部　武光	 58回	 2016/6/7
宮坂　喜代司	 58回	 2015/1/3
宮坂　圭一	 58回	 2015/10/23
矢嶋　清七	 58回	 2016/3/18
小林　公直	 59回	 2015/3/1
丸山　勝利	 60回	 2015/1/5
山田　昌之	 60回	 2015/10/
中村　功	 61回	 2016/5/13
丸茂　和夫	 61回	 2015/2/22
鮎沢　智明	 62回	 2012/11/30
五味　清英	 62回	 2015/3/
細川　宣臣	 62回	 2015/11/22
宮坂　英一	 62回	 2015/5/10
宮坂　宗樹	 65回	 2016/3/14
矢島　忠男	 67回	 2015/4/3
野村　秀明	 69回	 2016/
石井　和夫	 71回	 2015/5/7
柳澤　美葉	 77回	 2015/7/3
山田　覚	 79回	 2015/5/28
―――――――――――――――――――
●事務局に連絡が入った方

訃　報
謹んで哀悼の意を表し、

ご冥福をお祈り申し上げます（敬称略）。

編集後記

1985年制作の映画『バック・トゥ・ザ・フューチャー』。主人公が30年前にタイムスリップし、
そこで高校生の自分の両親と出会うという物語。この会報の編集は私にとってまさに「バック・
トゥ・ザ・フューチャー」でした。30年以上昔の同級生や自分と出会い、半世紀以上前の清
陵生や清陵高校に出会いました。編集作業は「時間旅行」、非日常の時間と空間に遊んだ数か
月でした。ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。　　　　（83回生　倉田重子）

2016
1・21	 当番学年（83回生）第1回編集会

議／進行会議（本郷事務局）
2・6	 東京同窓連新年懇親会（アルカディ

ア市ヶ谷）
2・16	 当番学年（83回生）第2回編集会

議／進行会議（本郷事務局）
2・11	 第18回寒水会（伊藤長七研究会）
2・23	 第 156 回清陵勉強会（剛堂会館）

講師　武居勇二（59回生）
3・6	 第 3 回ミドル交流会（剛堂会館）

参加者29名
3・14	 東京同窓連第 18 回親睦ゴルフ会
（川越カントリークラブ）

3・16	 当番学年（83回生）第3回編集会
議／進行会議（本郷事務局）


